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■教育委員会評価の概要 

１．趣旨 

  地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26 条の規定に基づき、教育委員会自ら

が毎年その権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価を行い、その結果

に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに、これを公表することが義務付け

られ、宍粟市教育委員会においても平成 20 年度（平成 19 年度実施事業）から政策効

果をしっかりと把握した上で、必要性や効率性等の観点から教育委員会事務事業の点

検・評価を行っています。 

 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

第 26 条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育 

 長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定により事務 

 局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及 

 び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、 

 公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有 

 する者の知見の活用を図るものとする。 

 

２．評価実施内容 

宍粟市教育方針である『宍粟の教育』に基づき、担当部署での成果や課題整理・検

証による自己評価（第１次評価）を行った後、点検及び評価にかかる有識者の意見、

提案等による第２次評価をいただき、次年度に向けた事務事業の改善に役立てます。 

 

３．令和元年度評価内容 

令和元年度の評価内容は、平成 30 年度『宍粟の教育』基本目標に沿って 49 項目に

ついて点検し、評価を行います。 

 

４．有識者の選任 

就学前教育・保育、学校教育、社会教育に関し学識経験を有する者や保護者代表等

を選任し、有識者や外部からの視点で評価していただきます。 
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５．令和元年度点検評価有識者等名簿 

※敬称略 

No 分  野 主な役職等  氏  名 

1 就学前教育・保育 元幼稚園長 井口 照子 

2 就学前教育・保育 
保育協会宍粟支部代表 

（波賀みどり保育園園長） 
小林 喜美子 

3 就学前教育・保育 

就学前児童保護者代表 

（西播磨幼稚園連絡協議会  

市代表役員波賀幼稚園ＰＴＡ会長） 

岡田 尚樹 

4 
学校教育 

社会教育 

市連合ＰＴＡ会長 

（山崎東中学校ＰＴＡ会長） 
内海 正文 

5 学校教育 

宍粟市義務教育 10 年構想 

「しそうの子ども生き活きプラン」 

長期構想策定委員会委員 

春名  勉 

6 学校教育 元小学校長 堀田 善巳 

7 社会教育 社会教育委員会副委員長 宮脇 昭介 
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■教育委員会の活動状況 

１．教育委員の構成（平成 31年 3月 31 日現在） 

役職 委員名 任     期 

教育長※ 西岡 章寿 平成 30 年６月３日～令和３年６月２日 

教育長職務代理者 金本 一二 平成 29 年６月３日～令和３年６月２日 

委員 片山 繁樹 平成 30 年６月３日～令和４年６月２日 

委員 中山 由香里 平成 29 年６月３日～令和３年６月２日 

委員 前田 純惠 平成 28 年６月３日～令和２年６月２日 

※地方教育行政の組織及び運営に関する法律（平成 27年 4月 1日施行）に基づく教育長 

    

２．教育委員会の組織（平成 31 年 3 月 31 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

※市民の多様な活動の支援、市民との協働の推進、地域コミュニティの活性化等、人づ

くり、地域づくりの総合的な推進を一体的に推進するため、平成 27年度より教育委員会

で所管していた事務の一部（スポーツ等）を市長部局職員に補助執行させる。 
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３．教育委員会の開催状況 

  教育委員会議については、必要に応じて開催することとし、平成 30 年度は 12 回の

委員会を開催しました。 

会議回 開催日時 開催場所 傍聴人数 

第１回 平成 30 年４月 12 日  午後 5時 15 分～ 市役所会議室 ― 

第２回 平成 30 年５月 11 日  午前 9時 30 分～ 市役所会議室 ― 

第３回 平成 30 年６月７日  午前 9時 30 分～ 市役所会議室 １人 

第４回 平成 30 年７月 12 日 午前 10 時 30 分～ 市役所会議室 ― 

第５回 平成 30 年８月 24 日 午前 9時 30 分～ 市役所会議室 ― 

第６回 平成 30 年９月 19 日 午前 9時 30 分～ 市役所庁議室 ― 

第７回 平成 30 年 10 月 18 日 午前 9時 30 分～ 市役所会議室 ― 

第８回 平成 30 年 11 月 14 日 午前 11 時～ 市役所会議室 ― 

第９回 平成 30 年 12 月 17 日 午後 4時～ 市役所会議室 ― 

第 10 回 平成 31 年１月 18 日 午前 9時 30 分～ 市役所会議室 ― 

第 11 回 平成 31 年２月 18 日 午前 9時 30 分～ 市役所会議室 ― 

第 12 回 平成 31 年３月 15 日 午前 9時 30 分～ 市役所会議室 ― 

※傍聴の状況  １回 １人 

 

４．教育委員会の４．教育委員会の４．教育委員会の４．教育委員会の審議状況審議状況審議状況審議状況    

        地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 21 条に定める職務並びに同法第 25 条

及び宍粟市教育委員会教育長事務委任規則の規定に基づき、平成 30 年度は 28 件につ

いて審議しました。 

  また、教育に関する事務・事業の管理及び執行など、基本的な方針等に関する協議

として、109 件について協議、報告を受け、確認しました。 

 

（1） 教育委員会審議案件一覧【28件】 

議案番号 件   名 議決日 

第１号議案 平成 30 年度宍粟市一般会計６月補正予算（教育委員会関係）

案について 

Ｈ30.５.11 

第２号議案 宍粟市立学校施設等の使用に関する条例の一部を改正する

条例案について 

Ｈ30.５.11 

第３号議案 宍粟市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例案について 

Ｈ30.５.11 

第４号議案 宍粟市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準等を定める条例の一部を改正する条例案について 

Ｈ30.５.11 

第５号議案 宍粟市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例案について 

Ｈ30.５.11 

第６号議案 宍粟市学童保育所条例の一部を改正する条例案について Ｈ30.５.11 
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議案番号 件   名 議決日 

第７号議案 宍粟市指定文化財の指定について Ｈ30.７．12 

第８号議案 宍粟市特別支援学校等児童生徒就学援助条例施行規則の一

部改正について 

Ｈ30.８.24 

第９号議案 平成 31 年度使用学校教科用図書の採択について Ｈ30.８.24 

第 10 号議案 平成 30 年度宍粟市一般会計９月補正予算（教育委員会関係）

案について 

Ｈ30.８.24 

第 11 号議案 宍粟市立小・中学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の

公務災害補償に関する条例施行規則の一部を改正する規則

について 

Ｈ30.９.19 

第 12 号議案 平成30年度宍粟市一般会計12月補正予算（教育委員会関係）

案について 

Ｈ30.11.14 

第 13号議案 宍粟市立三方幼稚園の廃止について Ｈ30.11.14 

第 14 号議案 宍粟市立戸原こども園及び一宮北こども園の設置について Ｈ30.11.14 

第 15 号議案 宍粟市立幼稚園設置条例の一部を改正する条例案について Ｈ30.11.14 

第 16 号議案 宍粟市立保育所条例の一部を改正する条例案について Ｈ30.11.14 

第 17 号議案 宍粟市立認定こども園条例案について Ｈ30.11.14 

第 18号議案 宍粟市立認定こども園条例施行規則の制定について Ｈ30.11.14 

第 19 号議案 平成 31 年度宍粟市立学校教職員の人事異動方針について Ｈ30.11.14 

第 20 号議案 平成 31 年度宍粟市立保育所・幼稚園・こども園職員の人事

異動方針及び職員配置基準について 

Ｈ30.11.14 

第 21 号議案 宍粟市教育委員会公印規則の一部を改正する規則について Ｈ30.11.14 

第 22 号議案 平成 31 年度「宍粟の教育」について Ｈ31.２.18 

第 23 号議案 平成 30 年度宍粟市一般会計３月補正予算（教育委員会関係）

案について 

Ｈ31.２.18 

第 24 号議案 平成 31 年度宍粟市一般会計予算（教育委員会関係）案につ

いて 

Ｈ31.２.18 

第 25 号議案 県費負担教職員等の人事の内申について Ｈ31.３.15 

第 26 号議案 宍粟市小中一貫教育の推進および整備方針（案）について Ｈ31.３.15 

第 27 号議案 宍粟市教育委員会事務局組織規則等の一部を改正する規則

について 

Ｈ31.３.15 

第 28 号議案 宍粟市就学援助規則の一部を改正する規則について Ｈ31.３.15 
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（2） 教育委員会協議・報告事項一覧【109 件】 

番号 件   名 協議・報告日 

1 宍粟市教育委員会公印規則の一部を改正する規則について Ｈ30.４.12 

2 しそうの子ども生き活きプラン Ｈ30.４.12 

3 学校園所長等一覧表について Ｈ30.４.12 

4 宍粟市教育委員会事務局の組織について Ｈ30.４.12 

5 学校規模適正化・幼保一元化推進状況について Ｈ30.４.12 

6 29 年度３学期小中学校で認知したいじめ事案について Ｈ30.４.12 

7 学校給食における異物混入対応について Ｈ30.４.12 

8 幼保一元化推進状況について Ｈ30.５.11 

9 平成 30 年度理科おもしろ実験教室の実施予定について Ｈ30.５.11 

10 学校給食における異物混入の状況について Ｈ30.５.11 

11 心のふるさと校歌保存業務の実施について Ｈ30.６.７ 

12 平成 30 年度兵庫県教育委員会・宍粟市教育委員会学校訪問について Ｈ30.６.７ 

13 戸原・一宮北認定こども園建設工事開札結果について Ｈ30.６.７ 

14 戸原・一宮北認定こども園整備計画について Ｈ30.６.７ 

15 幼保一元化推進状況について Ｈ30.６.７ 

16 学校給食における異物混入の状況について Ｈ30.６.７ 

17 平成 30 年度宍粟市民大学予定講座について Ｈ30.６.７ 

18 平成 30 年度宍粟市スポーツ推進委員について Ｈ30.６.７ 

19 平成 30 年度主な人権啓発事業と人権学習事業について Ｈ30.６.７ 

20 平成 30 年８月～ＡＬＴの配置予定について Ｈ30.７.12 

21 通学路交通安全推進協議会の協議状況について Ｈ30.７.12 

22 平成 30 年度宍粟市教育研修所教育研究大会について Ｈ30.７.12 

23 平成 30 年度スクイム市派遣事業について Ｈ30.７.12 

24 数学・理科甲子園ジュニア 2018 について Ｈ30.７.12 

25 宍粟市学童保育事業実施要綱の一部改正について Ｈ30.７.12 

26 幼保一元化推進状況について Ｈ30.７.12 

27 あずかり保育・学童保育所の夏季休業中の開業状況について Ｈ30.７.12 

28 2018 年度兵庫県人権教育研究大会西播磨地区大会について Ｈ30.７.12 

29 学校等におけるブロック塀の安全点検について Ｈ30.７.12 

30 学校給食における異物混入の状況について Ｈ30.７.12 

31 平成 30 年度学校食育全体計画について Ｈ30.７.12 

32 第 16 回泥んこ de がんバレー大会について Ｈ30.７.12 

33 人権文化をすすめる市民運動推進月間事業について Ｈ30.７.12 

34 「部落差別解消推進法」周知の取り組みについて Ｈ30.７.12 

35 「Ｓ１グランプリ 2018」作品募集について Ｈ30.７.12 
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番号 件   名 協議・報告日 

36 心のふるさと校歌保存事業の契約概要について Ｈ30.８.24 

37 幼保一元化推進状況について Ｈ30.８.24 

38 宍粟市学童地域見守りサポート事業実施要綱の制定について Ｈ30.８.24 

39 宍粟市立保育所を臨時に休所する基準を定める要綱の制定について Ｈ30.８.24 

40 平成 30 年度幼稚園訪問後期日程について Ｈ30.８.24 

41 社会教育施設学習スペース設置状況・利用状況について Ｈ30.８.24 

42 小・中学校における補強コンクリートブロック造の塀の改修状況に

ついて 

Ｈ30.８.24 

43 小・中学校における備品購入・工事の契約概要について Ｈ30.８.24 

44 河東小学校駐車場整備事業について Ｈ30.８.24 

45 学校給食における異物混入の状況について Ｈ30.８.24 

46 「宍粟どうぶつ園」の実施について Ｈ30.８.24 

47 幼保一元化推進状況について Ｈ30.９.19 

48 平成 30 年度第１学期「いじめ事案」について Ｈ30.９.19 

49 平成 30 年度全国学力・学習状況調査結果公表等について Ｈ30.９.19 

50 平成 30 年度スクイム市派遣団、訪問団受け入れの日程について Ｈ30.９.19 

51 平成 30 年度数学・理科甲子園ジュニア 2018 の結果について Ｈ30.９.19 

52 校務用パソコンの購入について Ｈ30.９.19 

53 学校給食における異物混入対応状況及び対策について Ｈ30.９.19 

54 宍粟市ロードレース大会参加者募集について Ｈ30.９.19 

55 西播磨オータムスポーツフェスタについて Ｈ30.９.19 

56 平成 31 年度幼稚園の園児募集について Ｈ30.10.18 

57 平成 31 年度保育所・こども園の園児募集について Ｈ30.10.18 

58 平成 31 年度あずかり保育園・学童保育所の児童等募集について Ｈ30.10.18 

59 幼保一元化推進状況について Ｈ30.10.18 

60 平成 30 年度学力向上の取組スケジュールについて Ｈ30.10.18 

61 千種小学校屋内運動場屋根改修工事の契約概要について Ｈ30.10.18 

62 学校給食における異物混入対応状況及び対策について Ｈ30.10.18 

63 西人教地域指定人権教育実践発表会（学校教育の部）について Ｈ30.10.18 

64 宍粟市美術展審査結果について Ｈ30.10.18 

65 ひょうご歴史文化フォーラムの開催について Ｈ30.10.18 

66 第７回宍粟市ウォーキング大会について Ｈ30.10.18 

67 宍粟市サッカー教室について Ｈ30.10.18 

68 宍粟市ロードレース大会申込状況について Ｈ30.10.18 

69 宍粟市教育委員会事務事業（平成 29 年度実施事業）評価結果につい

て 

Ｈ30.11.14 
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番号 件   名 協議・報告日 

70 平成 31 年度宍粟市就学援助制度について Ｈ30.11.14 

71 平成 30 年度宍粟市人権教育講演会について Ｈ30.11.14 

72 幼保一元化推進状況について Ｈ30.11.14 

73 平成 31 年宍粟市成人式について Ｈ30.11.14 

74 学校給食における異物混入対応について Ｈ30.11.14 

75 第 14 回宍粟市ロードレース大会申込状況について（確定） Ｈ30.11.14 

76 12 月人権週間関連事業・西播磨人権のつどいについて Ｈ30.11.14 

77 若者フォーラム in宍粟について Ｈ30.11.14 

78 平成 31 年度宍粟市立幼稚園・こども園（幼稚園部）の入園受付状況

について 

Ｈ30.12.17 

79 幼保一元化推進状況について Ｈ30.12.17 

80 第２回教職員の勤務時間実態調査結果報告について Ｈ30.12.17 

81 学校給食における異物混入対応について Ｈ30.12.17 

82 宍粟市スポーツ推進委員研修会について Ｈ30.12.17 

83 宍粟市体育協会行事予定について Ｈ30.12.17 

84 平成 30 年度人権文化をすすめる学習会について Ｈ30.12.17 

85 戸原学童保育所の開設について Ｈ30.12.17 

86 通学路交通安全対策の状況について（26 年度～30年度） Ｈ31.１.18 

87 学校と警察との相互連携に係る協定の締結について Ｈ31.１.18 

88 平成 31 年度「宍粟の教育」の編集について Ｈ31.１.18 

89 幼保一元化推進状況について Ｈ31.１.18 

90 宍粟市立小中学校空調設備整備事業の契約概要について Ｈ31.１.18 

91 宍粟市家原塾利用規程の廃止について Ｈ31.１.18 

92 学校給食における異物混入対応について Ｈ31.１.18 

93 小学校規模適正化についてのアンケート集計結果について Ｈ31.２.18 

94 平成 30 年度卒業（卒園）式、平成 31 年度入学式について Ｈ31.２.18 

95 宍粟市内小中学校で認知したいじめ事案について（平成 30 年度２学

期） 

Ｈ31.２.18 

96 幼保一元化推進状況について Ｈ31.２.18 

97 学校給食における異物混入対応について Ｈ31.２.18 

98 宍粟市通学バス使用料の徴収及び減免に関する要綱等の一部を改正

する要綱について 

Ｈ31.３.15 

99 宍粟市連合ＰＴＡ活動補助金交付要綱等の一部を改正する要綱につ

いて 

Ｈ31.３.15 

100 宍粟市学童保育事業実施要綱の一部を改正する要綱について Ｈ31.３.15 

101 宍粟市立認定こども園通園バス運行要綱の制定について Ｈ31.３.15 
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番号 件   名 協議・報告日 

102 しそう学校生き活きプロジェクト事業補助金交付要綱の一部を改正

する要綱について 

Ｈ31.３.15 

103 宍粟市中学校部活動指導員設置要綱の制定について Ｈ31.３.15 

104 宍粟市奨学生申請状況等について Ｈ31.３.15 

105 平成 30 年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果について Ｈ31.３.15 

106 幼保一元化推進状況について Ｈ31.３.15 

107 市立幼稚園空調設備整備工事の契約について Ｈ31.３.15 

108 学校給食における異物混入対応について Ｈ31.３.15 

109 第 14 回宍粟市さつきマラソン大会の参加申込状況について Ｈ31.３.15 

    

    

５５５５．．．．教育委員会委員の活動教育委員会委員の活動教育委員会委員の活動教育委員会委員の活動状況状況状況状況             

月 内    容 

4 月 小・中学校入学式 

退職者感謝状贈呈式 

5 月 兵庫県市町村教育委員会連合会定時総会・研修会 

6 月 学校訪問 

7 月 戸原こども園・一宮北こども園起工式 

学校訪問 

8 月 中・西播磨地区市町教育委員会連合会理事会・総会・研修会 

全県夏季教育委員会研修会 

宍粟市教育研究大会 教育講演会 

9 月 体育祭・運動会 

学校訪問 

10 月 中・西播磨地区女性教育委員研修会 

学校訪問 

11 月 新任教育委員研修会 

学校訪問 

1 月 成人式 

教育研究大会 

2 月 平成 31 年度兵庫県女性教育委員研修会開催準備会議 

3 月 小・中学校卒業式、幼稚園卒園式、三方幼稚園閉園式、戸原保育所・

一宮北保育所閉所セレモニー 

 



《就学前教育・保育》　夢と希望を育み　豊かな人間性の基礎づくり

基本目標　１　発達や学びの連続性を踏まえた教育・保育内容の充実　　

取組の成果及び今後の課題
自己
評価

委員の主な意見・感想等
委員
評価

　幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育
保育要領が同時に改訂され、それぞれの園所では研修会に参加した
り、解説書を参考にしながら理解に努めているところである。また
園所内では、職員間での共通理解を図るために、話し合いや協議を
積み重ねている。保育所やこども園においては、長時間にわたり子
どもたちを保育しているため、なかなか職員会の時間も取りにくい
状況であるが、今後も教育・保育計画に基づいた実践・評価・改善
ができるように、子どもたちの実態に合わせて各園所で工夫をす
る。

　子どもたちが遊びに没頭できるような環境構成の工夫や、子ども
たちが展開する遊びがどのような育ちにつながっているか、子ども
の育ちを保育者が読み取る力をつけたり、適切なかかわりができる
ように、各園所において職員の資質向上につながるような研修に取
り組んでいる。今後も継続した取組が不可欠なので、各園所におい
て幼児一人ひとりの発達の連続性や学びを捉えながら、保育を行う
ように努める。

　学校園所パートナーシップ事業の取組が定着してきた。併設して
いる幼稚園(保育所）と小学校においては、職員同士の連携もよく
とることができ、普段からお互いに声をかけ合うなど情報共有もし
やすくなっている。また、教育連携連絡会では、子どもの様子を伝
えたり、就学後の子どもの様子を知ることで、就学前の取り組みが
小学校へどのようにつながっているかなどを振り返ることができ
る。また、幼児から中学生まで見通しをもって子どもの成長を考え
られるようになってきている。しかし、お互いの日程調整が思うよ
うにできなかったり、立地条件によって連携がとりにくい園もある
のが課題である。

　支援を必要とする子ども一人ひとりの特性に合わせたかかわりの
重要性について、保育者の意識が向上してきている。園所では、特
別支援教育スーパーバイザー、保健師、こども未来課などの訪問を
積極的に受け、かかわり方の協議を行ったり、療育機関での指導の
様子を見学し、それを保育計画や日頃の保育に取り入れるなど、有
効な支援につながっている。今後も、継続的な特別支援教育の質の
向上に努める。

　保育をする上で重要なのは、保育者の資質向上であるが、どの園
所においてもその重要性を認識し、計画的な研修に取り組むことが
できている。また話し合いを持ち、研修で学んだことを職員間で共
通理解できるようにしたり、幼稚園教育要領等の改訂(改定）に伴
う協議や話し合いを積み重ねている。しかし、保育所やこども園に
おいては、長時間子どもたちを預かっているため、全職員による研
修や話し合いはなかなかできないため、リーダーでの協議をおこな
い他の職員に伝えるなど、工夫をして共通理解が図れるようにして
いく。

　公立幼稚園・保育所においては、関係者評価を行い、評価と課題
を明確にし、改善へとつなげる仕組みが定着し、保育の改善、向上
につながっている。
　民間保育園・こども園においては、関係者評価を受けている園所
は少ないが、職員や園所での自己評価を行い保育の改善、向上へと
つなげている園所が多い。外部からの意見を取り入れることで、保
育の改善につながることも多くあるので、関係者評価を取入れた評
価体制の構築を引き続き推進していく。

実践目標　(1)　発達の過程を見通した教育・保育計画の作成と実践
　　　　　(2)　保育者の専門性と資質向上
　　　　　(3)　自他を大切にするこころや態度の育成

(1)-④支援が必要な子どもについては、保護者とともに
教育・医療・福祉等の専門機関から助言を得ながら、一
人ひとりに応じた支援に努めます。

A

B+

◆パートナーシップ事業による中学校区での連携ができている園所の
割合を100％とする。
◇園所アンケート
(問1)小中学校等、異校種間での交流・連携を行っている。
　公立幼稚園・保育所100％　　民間保育園・こども園100％
　年間合計回数(報告分のみ）　408回

【参考】
保護者アンケート(肯定度）
(問1)他園所や小中学校等と交流を行い連携が図れている。
　公立幼稚園・保育所97％　　民間保育園・こども園80％

A

(2)-①各園所において研修の機会の確保と充実に努
め、専門性の向上を図ります。

(1)-①「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏ま
え、それぞれの時期にふさわしい遊びや生活を積み重
ねられるような教育・保育計画を作成し、実践・評価・改
善を適切に行います。

◆満足できる教育・保育計画の作成と実践ができている園所の割合を
100％とする。
◇園所アンケート
(問1)子どもたちがそれぞれの時期にふさわしい遊びや生活を積み重
ねられるような教育・保育計画を作成した。
　公立幼稚園・保育所100％　 民間保育園・こども園100％
(問2)教育・保育計画をもとに、実践・評価・改善が行われている。
　公立幼稚園・保育所100％ 民間保育園・こども園100％
(問3)職員間での話し合い・共通理解ができた。
　公立幼稚園・保育所100％　 民間保育園・こども園88％
　

(1)-②遊びの中での学びの芽生えを大切にし、自ら取り
組もうとする意欲を育み、幼児期から児童期への滑らか
な接続を図ります。

◆保育者の専門性と資質向上の取組ができている園所の割合を100％
とする。
◇園所アンケート
(問1)資質向上のための研修を計画的に実施している。
　公立幼稚園・保育所100％　　民間保育園・こども園100％
(問2)幼稚園教育要領等の改訂にかかる研修(話し合い）を行ってい
る。
　公立幼稚園・保育所100％　　民間保育園・こども園90％

◆幼児期から児童期への滑らかな接続に向けた取り組みができている
園所の割合を100％とする。
◇園所アンケート
(問1)幼児期の遊びが学びにつながっているか、職員で共通理解がで
きている。
　公立幼稚園・保育所100％　　民間保育園・こども園88％

(1)-③学校園所パートナーシップ事業において中学校区
での連携・交流に取り組み、子ども同士のふれあいや職
員間の情報共有を図ります。

◆特別支援教育の推進が図られている園所の割合を100％とする。
◇園所アンケート
(問1)特別支援教育スーパーバイザー、保健師、専門機関と有効な連
携が図れている。
　公立幼稚園・保育所100％　　民間保育園・こども園100％
(問2)個別の指導計画を作成し、一人ひとりにあったかかわりに努め
ている。(対象児在園所のみ）
　公立幼稚園・保育所100％　　民間保育園・こども園100％

(2)-②各園所で評価を行い、教育・保育活動を定期的に
見直し、指導力の改善と向上に努めます。

◆評価を保育の改善等につなげている園所の割合を100％とする。
◇園所アンケート
(問1)自己評価、関係者評価等に取り組んでいる。
　公立幼稚園・保育所100％　　民間保育園・こども園75％
(問2)評価は保育の改善、向上につながっている。
　　(取り組んだ園所のみ回答）
　公立幼稚園・保育所100％　　民間保育園・こども園100％

令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート

実践目標に対する推進方針

　　　　　　　　　　※評価指標
　　　　　　　　　　　「A」：満足できる　「B+」：概ね満足できる
　　　　　　　　　　　「B-」：あまり満足できない　「C」：満足できない

◆成果指標（意図や達成度を示す指標）
◇実績値　※数値では表し難い成果や実施状況

B+

・前年度と比較すると、アンケートのパーセンテージが非常に
上がっており、保護者意識も高くなっている。それぞれの園所
で教育・保育のテーマは違うと思うが、それぞれの研究や取組
がなされている結果だと考える。非常に熱心な取組の結果が表
れていると感じる。

・一定の評価はできるが、子どもの育ちは評価する者によって
違うし難しいところでもあると感じている。
⇒全体的な取組としては評価できるものであると考えている
が、子どもと先生１対１の関係では、もう少し改善していく必
要があるところもあることから、全体としては現在の取組を継
続しながら個々の改善に取り組んでいきたい。
・４月当初は保護者も先生が替わり不安もある。子どもと先
生、保護者の３者がひとつとなることによって子どもは育つと
考える。

・就学前の児童は年々劇的に変わっていく。具体的にこういう
手立てをしたらこんな変化があったなど保護者アンケートで質
問してみるのもいいのではと考える。

・(1)-③の教育連携連絡会について、小学校の担当の先生につ
いては異動もあることから、担当が替わられても他の先生方に
情報が引き継がれるよう配慮が必要であると思っている。特に
障害や命にかかわることもあるかもしれないので、十分な配慮
をお願いする。
⇒サポートファイルにより書類できちんと引継ぎを行いなが
ら、情報共有を行っていく。

・(1)-④特別支援教育について、様々な特別支援の学校がある
が、担任の先生が子どもや保護者と一緒に行って、どのような
指導をされているかなどアドバイスを受けることはあるのか。
⇒今回の評価内容としては、園所内における加配教育を記述し
ている。教育委員会では、特別支援保育・教育会議を開催し、
その中で、西播磨管内の各特別支援学校、主治医、保健師との
連携を図りながら特別支援保育計画を立て。対象の子どもに
合った就学に向けた取組を進めている。

・こども園や保育所は開所時間が長く、職員が研修を行う時間
もないし、職員間の連絡もとりにくいという実情がある。今後
の課題でも記述されているが、誰がどのような時にどのような
方法で行うなど、具体的なことについて情報提供していくこと
も大事である。
⇒キャリアアップによる処遇改善の取組として、経験７年以上
の保育士は主任保育士として、７年未満の保育士は分野別専門
リーダーとして研修を義務付けている。これにより専門性を高
め、各園所の若い先生方に技術を伝えていく取組みを行う中で
園所全体の資質を高めていっている。

・保育所では、子どものお昼寝の時間にその場所で職員会を行
い伝達している。また簡単な内容については回覧で行ってい
る。

10



《就学前教育・保育》　夢と希望を育み　豊かな人間性の基礎づくり

令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート

取組の成果及び今後の課題
自己
評価

委員の主な意見・感想等
委員
評価

　子どもたちは多様な遊びを通して、様々な人やもの、いろいろな
ことにかかわる中で、心を動かし様々なことを感じている。そのよ
うな体験の中で、やったらできることに気づき、自信をつけたり、
友だちのよさに気づいたりできるように、園所では保育の工夫をし
ている。保護者アンケートからも、子どもたちに自己肯定感が高
まったり、自他を大切にする気持ちが育ってきていると感じている
保護者も多いので、今後も子どもの興味中心の保育が展開されるよ
うに工夫をしていく。

　子どもたちが人権感覚を身に付けられるように、各園所では保育
者がしっかりとした人権意識をもち、かかわるように努めている。
そのため、保護者アンケートの結果から年齢相応のきまりがわかっ
たり、善悪の判断ができるようになってきていると感じている保護
者も多い。今後も、子どもたちにかかわる保育者は研修に参加した
りして、人権感覚を高め、保護者に子どもの育っている姿を伝えた
りすることで、保護者の人権感覚も高めていきたい。

　保護者アンケートからは、３～５歳児の保護者のほとんどが、自
分の思いや感じたことを言葉や行動で伝えることができるように
なっていると感じている。今後も、子どもたちが様々な活動を通し
て試したり考えたりする中でいろいろなことを感じ、年齢相応の表
現ができるような保育環境を構成していく。

B+

◆自立と協働の態度の育成に取り組めている園所の割合を100％とす
る。
◇園所アンケート
(問1)多様な遊びを通して様々な体験ができる保育の工夫をしてい
る。
　公立幼稚園・保育所100％　　民間保育園・こども園100％

◇保護者アンケート(肯定度）
(問1)「やったらできる」という自己肯定感が高まっている。
　公立幼稚園・保育所97％　　民間保育園・こども園98％
(問2)自分や周囲の人を大切にする気持ちが育っている。
　公立幼稚園・保育所98％　　民間保育園・こども園98％

(3)-②「きまりの大切さ」「よいことと悪いこと」「相手の思
い」に気づいたり、「考えて行動」したりすることを通して、
基本的生活習慣や態度を身につけ「人とかかわる」力を
育てます。

◆人権を意識した保育に取り組めている園所の割合を100％とする。
◇園所アンケート
(問1)人権を意識した保育に取り組んでいる。
　公立幼稚園・保育所100％　　民間保育園・こども園100％

【参考】
保護者アンケート（肯定度）
(問1)年齢相応のきまりや善悪の判断ができるようになっている。
　公立幼稚園・保育所98％　　民間保育園・こども園99％

(3)-③感じたこと、考えたことを自分なりの言葉や行動で
表現したり、人の話を聞いたりすることを通して「伝え合
う力」を育みます。

実践目標に対する推進方針
◆成果指標（意図や達成度を示す指標）

◇実績値　※数値では表し難い成果や実施状況

(3)-①友だちとのかかわり、自然の中での遊び、動植物
とのふれあい、地域行事の参加など、多様な遊びや体
験の中で自尊感情を育み、自他を大切にする心を育み
ます。

◆「伝え合う力」の育成が図られていると感じる保護者の割合を
100％とする。
◇保護者アンケート
(問1)自分の思いや感じたことを言葉や行動で伝えることができるよ
うになっている。
　３歳児保護者96％　４歳児保護者98％　５歳児保護者98％

B+
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《就学前教育・保育》　夢と希望を育み　豊かな人間性の基礎づくり

令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート

基本目標　２　子どもが健やかに育つ環境づくり

取組の成果及び今後の課題
自己
評価

委員の主な意見・感想等
委員
評価

　基本的生活習慣の定着に向けて、健康チェックカード等を利用し
て早寝・早起き・朝ごはんの取組ができるように意識付けすること
で、保護者の意識に変化が見られたり、子ども自身の意識も高く
なってきている。そのことにより、朝ごはんをしっかり食べて来る
ようになったり、登園時間が早くなり活動がスムーズにスタートで
きるようになったり改善が見られている。今後も、家庭での意識向
上につながるような取組を継続して行っていく。

B+ B+

　公立幼稚園・保育所では毎年子どもたちの体力を把握するため
に、ボール投げ、立ち幅跳び、25ｍ走の体力測定を行っている。各
項目のデータから、ボール投げは全国平均を上回り、25ｍ走におい
ては全国平均、立ち幅跳びは全国平均を大きく下回っていた。階段
の上り下り、ジャンプ(跳ぶ）の運動不足が想定されるなど、今後
運動遊びをする上で、どのような運動遊びを取り入れていくかの目
安となっている。また、民間の保育園・こども園でも独自の方法で
測定されている園もあるが、今後希望があれば公立で行っている測
定方法を紹介し分析していく。

　各園所では、子どもたちが楽しく体を動かすことができるよう
に、リズムジャンプ、しっぽとり、地域散策(散歩）、マラソン、
竹馬、縄跳びなど、子どもたちの特性や興味に合わせた運動遊びを
取り入れている。その結果、子どもたちは転ばなくなった、持久力
がついてきた、平衡感覚が出てきた、リズム感がよくなったなどの
結果が出ている。また、運動遊びをすることで健康な体づくりにつ
ながっていると感じている保護者の割合も高い。運動への興味、楽
しさの動機づけが大切であるので、年齢や発達の特性に応じた遊び
を取り入れ楽しく体を動かすことができるような時間の確保に努め
ていきたい。

　山崎南中学校区（戸原地区）及び一宮北中学校区では、認定こど
も園の開園に向けて、新園舎の建設等の環境整備を図るとともに、
協議会において、園名、園章、園歌の選定をはじめ、制服、体操服
の取り扱い、参観日や運動会等の園行事の調整等を協議した。ま
た、一宮南中学校区では、新たに協議会を設置して、令和２年４月
の開園に向けて、こども園の建設に着手することとした。
引き続き、他の校区でも、子育て世代の多様なニーズに応えること
ができる新しい幼児教育・保育環境の整備に取り組む。

B+ B+

実践目標　(1)　基本的生活習慣の確立
　　　　　(2)　遊びを通した体力づくりの推進
　　　　　(3)　教育・保育環境の整備

(3)-①すべての子どもの教育・保育の充実を図るため、
各地域の実情に応じた幼保一元化を推進します。

◆認定こども園の整備状況
　・戸原こども園　　平成31年４月１日開園
　・一宮北こども園　平成31年４月１日開園
　・（仮称）はりま一宮認定こども園　令和2年4月開園予定
◆幼保一元化推進協議会の開催回数
　・戸原地区幼保一元化協議会（３回）
　・一宮南地区幼保一元化協議会（２回）
　・一宮北地区幼保一元化協議会（５回）

B+

◆成果指標（意図や達成度を示す指標）
◇実績値　※数値では表し難い成果や実施状況

(2)-①子どもの運動能力を把握するために体力測定を
行い、一人ひとりに必要な運動遊びについて分析をしま
す。

基本目標に対する推進方針

(1)-①「早寝・早起き・朝ごはん」など、子どもの成長に欠
かせない基本的生活習慣の定着を、家庭と連携を図り
ながら進めます。

◆運動能力の把握を行っている園所の割合を100％とする。
◇園所アンケート
(問1)運動能力把握のために体力測定を行っている。
　公立幼稚園・保育所100％　　民間保育園・こども園50％

(2)-②いろいろな運動遊びを取り入れ、体を動かす楽し
さや心地よさを味わわせながら、体力の向上と健康な体
づくりに取り組みます。（しーたんチャレンジ）

◆体力の向上と健康な体づくりに取り組んでいる園所の割合を100％
とする。
◇園所アンケート
(問1)体力向上につながる遊びを取り入れている。
　公立幼稚園・保育所100％　　民間保育園・こども園100％

【参考】
保護者アンケート
(問1)運動遊びは健康な体づくりにつながっている。
　公立幼稚園・保育所96％　　民間保育園・こども園97％

◆基本的生活習慣が身についてきたと感じる園所、保護者の割合を
100％とする。
◇園所アンケート
(問1)生活習慣定着のために保育の工夫をし、改善が見られる。
　公立幼稚園・保育所100％　　民間保育園・こども園100％
◇保護者アンケート
(問1)「早寝・早起き・朝ごはん」など、基本的生活習慣が身につい
てきた。
　公立幼稚園・保育所94％　　民間保育園・こども園96％

　　　　　　　　　　※評価指標
　　　　　　　　　　　「A」：満足できる　「B+」：概ね満足できる
　　　　　　　　　　　「B-」：あまり満足できない　「C」：満足できない

・(1)-①にある「健康チェックカード」は市内園所統一のもの
なのか。
⇒H24に早稲田大学教授の指導を受けて統一している。

・(2)-①の運動能力のための体力測定について、民間が50％と
なっているのは、教育委員会から測定表をもらっていないとこ
ろがありその数字となっている。民間は個性を出して取り組ん
でいるところがあり、標準の測定表をもらえれば参加して分析
できる。
⇒民間も独自で運動あそびに積極的に取り組まれていると認識
しており、アンケートの数字が低いということで判断はしてい
ない。

・(3)-①で、幼保一元化により「子育て世代の多様なニーズに
応える」とあるが、実際の成果・手応えはどうか。
⇒今春、公立で戸原こども園及び一宮北こども園を開園した。
園に通う子どもの数が増え友だちも増えて楽しく過ごしている
ということや、保護者が安心してあずけることができるという
声も聞いている。その要因として、職員が多いこと、多様な保
育として一時預かりや延長保育をきっちり実施できること、ま
た通園のためのバス運行があること、さらに一番大きいのは給
食の提供で、幼稚園部の子どもも給食を食べてから降園できる
ことが挙げられる。

・戸原こども園では、開園当初は広すぎて先生の顔が見えない
といった不安もあったようだが、今は子どもが園の様子を家で
話してくれるなど落ち着いてきたということを聞いている。ま
た、先日運動会で、年齢ごとの育ちを見せるような演技が行わ
れ、保護者の方々も喜ばれていたようである。

B+
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《就学前教育・保育》　夢と希望を育み　豊かな人間性の基礎づくり

令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート

基本目標　３　安全・安心で開かれた保育所・幼稚園・こども園づくり

取組の成果及び今後の課題
自己
評価

委員の主な意見・感想等
委員
評価

　全園所において園庭開放や行事への参加などを実施している。園
所によって参加人数は様々であるが、在宅の幼児のよい遊び場と
なったり、保護者同士で子育ての情報を共有したり、つながりがで
きたりする場となっている。
また、保護者との交流を図る中で、園所長等が育児相談に乗ること
で、母親の支援につながっている。
周知方法に課題があるが、園だよりや掲示物で地域の方に知らせる
など工夫をしながら、継続した取組を行っていく。

　貸し出し絵本や読み聞かせの啓発等、絵本に親しむ取組を行って
いる園所が多い。園所での読み聞かせは継続して行っているが、家
庭においては保護者が就労しているため、時間的なゆとりがなくな
かなか読み聞かせができない家庭もある。家庭により差があるの
で、今後も保護者が負担を感じない程度に読み聞かせの大切さを伝
えていく。

　全園所において、年間を通じて防災教育・安全教育を行ってい
る。また、保護者に対して、園所での取組を伝えることで保護者の
意識向上にもつながっている。幼いころから防災・安全教育を行い
意識付けをしていくことが大事であるので、継続した取組を行って
いきたい。

　ほとんどの園所において安全管理マニュアルを作成している。未
作成の園は今後作成予定であるので、職員間でマニュアルを共有し
ながら、マニュアルに沿った訓練を行い、有事における迅速な対応
ができるように活用していく。

(2)-②各園所の実態に応じた安全管理マニュアルを作
成し、危機管理意識の向上と体制整備に努めます。

◆安全管理マニュアルを作成している園所の割合を100％とする。
◇園所アンケート
(問1)園所で安全管理マニュアルを作成している。
　公立幼稚園・保育所100％　　民間保育園・こども園88％

(1)-①園庭開放や保護者の交流の場づくり、子育ての情
報提供などを行い、身近な子育て支援活動の充実に努
めます。

◆子育て支援活動充実のための取組回数
◇園所アンケート
(問1)未就園児への園庭開放や行事への参加回数
　1園あたり年間平均回数　園庭開放23回、行事５回　計28回

【参考】
保護者アンケート
(問1)気軽に参加できる園庭開放や保護者の交流の場がある。
　公立幼稚園・保育所94％　　民間保育園・こども園85％
(問2)園所から、子どもの様子や子育てに関する情報が発信されてい
る。
　公立幼稚園・保育所96％　　民間保育園・こども園96％

実践目標　(1)　子育て支援の充実
　　　　 （2)　防災・安全教育の推進

　　　　　　　　　　※評価指標
　　　　　　　　　　　「A」：満足できる　「B+」：概ね満足できる
　　　　　　　　　　　「B-」：あまり満足できない　「C」：満足できない

◆絵本に親しむ環境づくりができている園所の割合を100％とする。
◇園所アンケート
(問1)家庭での読み聞かせを応援する取組を行っている。
　公立幼稚園・保育所100％　　民間保育園・こども園63％

【参考】
保護者アンケート
(問1)家庭で絵本の読み聞かせをしている。
　公立幼稚園・保育所94％　　民間保育園・こども園75％

基本目標に対する推進方針
◆成果指標（意図や達成度を示す指標）

◇実績値　※数値では表し難い成果や実施状況

(1)-②絵本の貸し出しなどを行い、家庭での絵本の読み
聞かせを応援します。

B+

B+

(2)-①子どもの安全を守るため、家庭や地域と連携を図
りながら、防災・安全教育に取り組みます。

◆防災・安全教育実施回数
◇園所アンケート
(問1)園所で防災・安全教育に取り組んでいる回数
　１園あたり年間平均回数　　防災教育11回　安全教育５回

【参考】
保護者アンケート
(問1)園所で防災・安全教育が行われていることを知っている。
　公立幼稚園・保育所99％　民間保育園・こども園99％

・(1)-②の貸し出し絵本について、保護者と一緒に絵本を選ぶ
という取組を検討してはと考える。

・(2)-②の「安全管理マニュアル」について、まだ作成されて
いない園所はあるのか。
⇒公立はH30にすべて作成済みとなっている。子ども子育て支援
法の関連で、公立・私立問わずマニュアル化が求められてい
る。アンケートで民間が88％となっているのは教育委員会から
通知が出される前の数値で、現在は100％作成している。

・危機管理については、マニュアルがマニュアルだけで終わら
ないように、常に情報発信をしっかりしていただきたい。今の
時代、地震や異常気象、また防犯などあらゆる危機管理が必要
であり、その意識を強くもって取組を進めていただきたい。

B+

B+
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《学校教育》　夢と自信をもち　魅力あふれる　宍粟の明日を担う人づくり

基本目標　１　夢と自信をもち、可能性に挑戦する力を育てる

取組の成果及び今後の課題
自己
評価

委員の主な意見・感想等
委員
評価

　千種中学校区においては、保幼小中高連携の取組など地域が一体となった
教育活動を推進することができている。また、一宮北中学校区においても、
合同の運動会や学習発表会の実施など、地域が一体となる教育活動を徐々に
ではあるが推進できている。この一宮北中学校区においては、令和３年から
の併設型小・中学校「一宮北小中学校（仮称）」のスタートに向け、より一
層の連携や地域との協働による推進が求められている。
　今後は、すべての中学校区において、コミュニティ・スクールの実施によ
る、学校・家庭・地域の連携・協働による教育活動のより一層の推進をめざ
す必要がある。また、小中一貫教育の全中学校区での推進により、主体的に
課題を解決する子どもの育成をめざす。

B+ B+

　校務サーバーに、これまでのしそう学力向上検討委員会の提言やプランを
保存することで、すべての教職員がいつでも、参考にしたり、活用できる体
制を整えているので、必要に応じて参考にすることができている。今後も、
しそう学力向上検討委員会の提言やプランにある取組を推進することや、ICT
機器の活用、教職員研修の実施等により、新学習指導要領上で位置づけられ
た「主体的・対話的で深い学び」の視点を生かした授業改善を進め、子ども
たちに新しい時代に必要となる資質・能力を育んでいきたい。

○道徳教育に関する実践的な指導力向上のための研修会
 兵庫教育大学大学院　谷田増幸教授を講師として研修会を実施し市内全小中
学校担当教員が参加。評価についての具体的な方法と市内小中学校による評
価の基本的な方向性が確認できた。また、評価のポイント、評価のための具
体的な工夫及び具体的な記述についても学ぶことができた。課題としては、
児童生徒にきちんと理解される評価文の作成や開示請求への対応、指導要録
と通知表の連動、授業中に見取りがしづらい児童生徒への対応及び授業中に
おける対話的な活動方法の工夫改善が必要である。

○トライやる・ウィーク
　全国学力・学習状況、生活習慣等調査より、「今住んでいる地域の行事に
参加している」児童の割合は86.8％と、全国平均62.7％及び県平均59.9％を
大きく上回っており、中学校でも参加している生徒の割合は77.6％と、国平
均45.6％及び県平均43.1％を大きく上回っている。「宍粟の良さを知り、宍
粟を愛する」子どもの育成について大きな成果を得ている。

○青少年芸術体験事業～わくわくオーケストラ教室～
　市内全中学1年生が参加。実施後のアンケートからも「参加して良かっ
た」、「オーケストラ演奏が良かった」の項目については100％の回答であっ
た。豊かな感性を身に付けた人づくりに大きな影響力をもたらしている。

B+B+

(2)-②道徳や体験学習の充実により、豊かな心を育む教
育活動を推進します。

令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート

　　　　　　　　　　※評価指標
　　　　　　　　　　　「A」：満足できる　「B+」：概ね満足できる
　　　　　　　　　　　「B-」：あまり満足できない　「C」：満足できない

実践目標　(1)　急激に変化する社会を生き抜くために必要な力の育成
　　　　　(2)　「生きる力　～確かな学力・豊かな心・健やかな体～」の育成
　　　　　(3)　子どもの学びを支える体制づくり
　　　　　(4)　宍粟の未来につながるキャリア教育の推進
　　　　　(5)　さまざまな支援を必要としている子どもへの対応
　　　　　(6)　多様な人材と協働する力の育成

実践目標に対する推進方針
◆成果指標（意図や達成度を示す指標）

◇実績値　※数値では表し難い成果や実施状況

(1)-①学校・家庭・地域の連携・協働による地域性を活か
した教育活動を推進し、主体的に課題を解決しようとする
子どもを育成します。

◆コミュニティ・スクール実施校区数
◇３校区（千種中学校区、波賀中学校区、一宮北中学校区）
　※一宮北中学校区では、小中学校でひとつの運営協議会を設置
（H31より）

・(1)-①地域性を活かした教育活動については、とても大事なことで
あると考える。学校現場にいた頃、よく特色ある教育活動ということ
を言われていたが、「特色」は違うところからもってきて自分の学校
の枠にはめ込むものではなく、その学校の地域性の中で何をやってい
こうかというところで特色ある教育活動が生まれてくると思ってい
る。例えば、千種のこども園から高校までの連携がその地域としての
特色であると感じている。それぞれ特色あるコミュニティ・スクール
の実施に取り組んでいただきたい。

・小中一貫教育について、最初に一宮北小中学校で進められることと
なっているが、その他の校区の今後の予定について教えていただきた
い。
⇒学校運営協議会が設置されている、千種中学校区、波賀中学校区か
ら随時進めていきたいと考えている。またその他の校区についても、
どのように進めていくか協議をしていきたいと考えている。

・(2)-②道徳の評価については、具体的にはどういう文言であった
り、どういう記述となるのか。
⇒道徳の評価については、５段階評価ではなく文章表記となってい
る。児童生徒がいかに成長したかを積極的に受け止めて、認め、励ま
す個人内評価として実施している。児童生徒の学習状況や道徳性にか
かる成長の様子を先生が毎時間見取り、学期ごとに文章表記としてま
とめている。

・(2)-②、(4)-①トライやる・ウィークについては、成果が上がるい
い取組だと考えているが、ある事業所ではメニューを考えるのが大変
だということも聞いている。現在の受入事業所の数はどのような状況
となっているか。
⇒参加する生徒の数も減少しており、受入バンクに登録いただいてい
る事業所数と生徒数の状況から、学校によっては受入事業所の方が多
く、お断りをさせていただいているケースも見られる。一方で、継続
して受け入れが困難な事業所もあり、そういったところは新たに受け
入れしていただく事業所を探さなければならない学校も見られる。
・事業所としては、マニュアルをもっていれば指導や体験の対応はで
きる。
・生徒数の減少と事業所数の減少は比例しているのか。
⇒事業所数よりも生徒数の減少率の方が大きい状況である。
・保育園にトライやるに来た生徒が、夏休みに労働体験で友だちを連
れて来てくれた。その中で、保育は楽しい、将来の職業として考えた
いと言ってくれていてとても嬉しく感じた。

・(2)-④給食の地産地消について、これまでも力を入れていることは
認識しているが、生産者も高齢化しており、食材を提供していただけ
る次の世代の方々の確保が課題である。

・(3)-②部活動について、少子化の中、特に北部の中学校において
は、どう部活動を成り立たせるか非常に大変な課題であると考えてい
る。

・(5)-②日本語サポーターが必要となっている児童数は、今年度も２
人なのか。
⇒今年度も２人である。

◆主体的・対話的で深い学びを取り入れた授業改善の取組
◇「しそう学力向上ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾙｰﾙvol.1」
　（「書く力」「考える力」を育てるﾉｰﾄ指導）
　（H25策定）
◇「しそう学力向上ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾙｰﾙvol.2」
　（板書計画による授業づくりのすすめ）
　（H26策定）
◇「しそう学力向上ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾙｰﾙvol.3」
　（板書型指導案のススメ）
◇「しそう学力向上プラン2017」
　（目標に迫る「話し合い学習活動」を組み込んだ授業展開の研究）
◇「しそう学力向上プラン2018」
　（見通しと振り返りに重点を置いた授業の創造～主体的な学びにつ
ながる学習習慣の形成～）

【参考】平成30年度全国学力・学習状況、生活習慣等調査の「話し合
う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができて
いると思いますか」が「そう思う・どちらかといえばそう思う」と答
えた児童生徒の割合
◇宍粟市小学生85.2％（全国小学生77.7％）
◇宍粟市中学生81.3％（全国中学生76.3％）

◆道徳教育に関する実践的な指導力向上のための研修会実施回数
◇年１回
　※学識経験者等を招聘し、授業研究及び校内研修を実施
◆ふるさと宍粟探検隊の実施状況
◇全小学校４年生で実施（内容）学校田、伊沢川、国見山など
◆環境体験学習の実施状況
◇全小学校で年3回以上実施
　※宍粟独自取組
◆自然学校の実施状況
◇全小学校５年生（市内で実施）
　※市内実施は宍粟独自取組（内容）カヌー体験、宍粟の山への登山
など
◆トライやる・ウィークの実施状況
◇全中学校
（実施箇所）農園・お寺・観光施設・商業施設など
◆青少年芸術体験事業～わくわくオーケストラ教室～の実施状況
◇市内全中学1年生が参加（年１回）

(2)-①主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業づ
くりに努めます。
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《学校教育》　夢と自信をもち　魅力あふれる　宍粟の明日を担う人づくり

令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート

取組の成果及び今後の課題
自己
評価

委員の主な意見・感想等
委員
評価

　全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果より、本市の子どもたちの体
力・運動能力については総合的に全国平均値を上回っている。ソフトボール
投げ（瞬発力）とシャトルラン（持久力）に優れ、長座体前屈（柔軟性）に
は引き続き課題があった。運動やスポーツが「好き」「やや好き」な子ども
の割合は全国よりも高い割合であり、今後も「しーたんチャレンジ」事業
（100％達成）を継続していくことで改善を図る予定である。

　年１回実施の食育展での学校の取組発表から、学校給食に郷土料理の献立
を取り入れるなど、食文化の伝承に取り組んでいる成果が見られる。宍粟の
伝統食に愛着と誇りを持ち、未来の宍粟へつながる食育を今後も充実させ
る。
　また、給食だよりを通して、地元生産者の顔が見える給食の提供を行うこ
とができた。
　平成21年度に設置した保冷庫を活用することで玉ねぎ・ジャガイモの安定
した供給を得ることができている。ただし、天候・獣害等による不作は、率
の低下につながることとなるため、今後、給食用食材の生産者拡大と現在、
供給の少ない食材の作付けをＪＡ等生産者部会などで提案し、更なる数量の
確保をめざす。

　「ノー部活デー」については着実に実施（100％）されてきており、部活動
運営の適正化が進んでいる。また、「ノー会議デー」についても週１日以上
の実施となるよう各小中学校において取り組まれている。（100％）
　「ノー残業デー（定時退勤日）」の取組については、平成30年度には小学
校で月１回の一斉定時退勤日が市内統一日で実施された。また、中学校にお
いても学期に１回の市内一斉定時退勤日が実施された。今後は、中学校にお
いても、一斉定時退勤日の取組を月１回に拡大させる予定である。
　今後も継続して以下の取組を進めていく必要がある。
・「学校ルールブック」の活用促進
・校務支援ソフトの有効活用(校内掲示板機能・スケジュール管理機能等）
・職員会議ペーパーレス化の推進
・教職員の意識改革

　兵庫県教育委員会が策定した「いきいき運動部活動（４訂版）」を原案と
し、宍粟市の地域性を鑑みながら、適切な部活動運営等に係る方針を策定す
るため、「宍粟市　部活動の在り方について」検討委員会を年２回開催。生
徒の健康管理と教職員の負担軽減を図るため、宍粟市の「部活動の在り方に
関する方針」として「しそうの部活動生き活きプラン」を策定した。
　年間を通じて月当たり８日程度の休養日を設定。（平日及び土日等の休業
日にそれぞれ４日程度設定し、週当たり２日以上の休養日を設定）１日の実
練習時間は、平日２時間程度、土日等の休業日は３時間程度とする。
※練習試合及び各種大会については実情を勘案して柔軟に対応することがで
きる。
※今後も継続して適切な部活動の在り方について検討及び検証を重ねる。

　３年生での「環境体験学習」や４年生の「ふるさとしそう探検隊」、５年
生での宍粟市内での「自然学校」、中学校２年生での「トライやる・ウイー
ク」などの体験学習やふるさと学習を、宍粟の自然や人材を活用しながら系
統的に取り組んでいる。さまざまな体験学習やふるさと学習は、「宍粟の良
さを知り、宍粟を愛する」子どもの育成につながっている。今後も、宍粟市
の資源を活用した体験学習やふるさと学習に、小中学校すべての学年におい
ての系統的な取組を継続していきたい。

　県立ものづくり大学における「ものづくり体験学習」や地元の企業や同じ
中学校出身の先輩方から学ぶ「プロから学ぶ創造力育成事業」の実施によ
り、ものづくりの楽しさや職業に対する興味関心を高めるとともに、働くこ
とへの意識付けを行っている。今後も、体験活動や進路指導の充実により、
キャリア教育や職業教育のより一層の充実を図りたい。

B+

A A

◆ふるさと宍粟探検隊の実施状況
◇全小学校４年生で実施（内容）学校田、伊沢川、国見山など
◆環境体験学習の実施状況
◇全小学校で年3回以上実施
　※宍粟独自取組
◆自然学校の実施状況
◇全小学校５年生（市内で実施）
　※市内実施は宍粟独自取組（内容）カヌー体験、宍粟の山への登山
など
◆トライやる・ウィークの実施状況
◇全中学校
（実施箇所）農園・お寺・観光施設・商業施設など
◆地域と連携した魅力ある学習活動の実施状況
◇小中学校における地域人材の活用及び交流の実施率：100％
※地域人材（ゲストティーチャー）を活用し、総合学習・特別活動に
おいて「ふるさと学習」など地域について学ぶ学習を実施

◆「しーたんチャレンジ」事業実施率を100％とする。
◇100％実施
　※H27から幼稚園・公立保育所・こども園でも実施

実践目標に対する推進方針
◆成果指標（意図や達成度を示す指標）

◇実績値　※数値では表し難い成果や実施状況

B+ B+

B+

(3)-①「ノー会議デー」や「ノー残業デー（定時退勤日）」
「ノー部活デー」の実施により、教職員がゆとりを持って、
子どもと向き合うことができる時間を確保します。

◆「ノー会議デー」「ノー残業デー（定時退勤日）」「ノー部活
デー」の実施回数
◇「ノー会議デー」「ノー部活デー」：週１回以上
◇教職員一斉定時退勤日：小学校　月1回、中学校　学期１回

(4)-①宍粟の自然や人材などの地域資源を活用して、体
験学習やふるさと学習を系統的に実施します。

(2)-④「早寝・早起き・朝ごはん」運動の推進と、地産・地
消の理念を活かした学校給食を通して、健康増進に取り
組みます。

(3)-②子どもたちの健全な成長のために、個性を尊重し、
練習への取組方など過程を大切にする部活動を実施しま
す。

◆部活動の在り方に関する宍粟市の方針を策定する。
◇「しそうの部活動生き活きプラン」を策定

◆県立ものづくり大学「ものづくり体験学習」の全中学校での実施率
を100％とする。
◇100％実施
◆「プロから学ぶ創造力育成事業」の全中学校での実施率を３年間で
100%とする。
◇３年間で100％実施

(2)-③全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果を分
析し、宍粟の子どもたちの課題に対応した取組を進め、
意欲・気力を支える体力向上に努めます。（しーたんチャ
レンジ）

◆地産地消率等
◇米を含む74.9％（対前年度+3.4％）　米を含まない60.4％（対前年
度+6.0％）
※地産地消率については、市内外でとれる野菜（果物を含まない）総
重量に占める比率とする。また、こんにゃく・味噌など加工品は含め
ないが大豆・こんにゃく芋などを提供した場合は原料の重量は加算す
るため、魚・肉は含まない。
◇猪・鹿肉：猪肉751kg、鹿肉157kg
◇宍粟牛335kg（H29：495kg）・輸出用神戸和牛310kg（H29：300kg）
※市内で飼養された和牛で「宍粟牛」は以前から使用していたが、平
成29年度からは、宍粟産の輸出用神戸和牛・姫路和牛も食材で使用
◇鮎・アマゴ：13,837匹
◇ぶどう、ブルーベリー：100％地元産使用
◇食育展（参加者数131名、試食数88食）

(4)-②地域や地元企業と連携しながら、自分の将来への
関心を高めるキャリア教育・職業教育を推進します。
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《学校教育》　夢と自信をもち　魅力あふれる　宍粟の明日を担う人づくり

令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート

取組の成果及び今後の課題
自己
評価

委員の主な意見・感想等
委員
評価

　特別支援教育コーディネーターネットワーク会議については、特別支援教
育コーディネーターの専門性の向上と市内の学校園所の支援体制の整備を図
ることができた。
　特別支援教育推進員研修会は、通常学級に在籍する特別な教育的支援を必
要とする児童生徒をサポートする市特別支援教育推進員対象の研修会を実施
し情報交換と研修を深めることができた。
　教育連携連絡会議については、サポートファイルや個別の指導計画が作成
されている幼児児童生徒に対して、切れ目のない支援を提供するため、学校
園所間で情報の共有と引き継ぎを図ることができた。
　教育支援委員会については、就学指導の適正を期するとともに、就学前か
ら教育相談や就学後の一貫した教育支援のあり方を協議することができた。
・
・

　異なる文化や生活習慣、価値観に対する理解を深めるために、外国人児童
が母国や母語の紹介をしたり自分の意見を適切に表現したり、協力して様々
な活動を行うことができた。周囲の児童も異文化を理解し、違いを認め尊重
する心を養い、コミュニケーション能力を高めることができた。

　学校園所による園児、児童、生徒の交流や地域人材を活用したふるさと学
習等は、世代を超えた体験活動の機会となり、望ましい人間関係づくりにつ
ながる。全国学力・学習状況、生活習慣等調査結果でも、「今住んでいる地
域の行事に参加している」児童生徒の割合は全国平均、県平均を大きく上
回っており、宍粟の良さを知ったり、地域の中で望ましい人間関係作りを学
ぶ大切な機会となっている。今後もこのレベルを維持向上していきたい。

　他地域との交流活動からさまざまな地域の良さに気づくとともに、ふるさ
と宍粟の良さを再発見し、その良さを引き継いでいこうとする心情を育むこ
とができた。

B+ B+

A A

実践目標に対する推進方針

(6)-②他校との交流により、協働する力を育成します。
（連携校との自然学校・体験学習の実施）

◆交歓会実施回数
◇１回
【海と山の交歓会】
　参加児童数： 一宮小学校（淡路市）５年45名、一宮北小学校５年
27名
　訪問日：一宮北小学校から一宮小学校へ７月５日（金）一宮小学校
から一宮北小学校へ10月15日（火）

(6)-①地域のさまざまな世代の人々と協働する中で、望ま
しい人間関係づくりについて学びます。

◆学校園所パートナーシップ・小中一貫教育や地域人材を活用したふ
るさと学習、地域行事への参加などにより、望ましい人間関係づくり
について学ぶ。
◇平成30年度全国学力・学習状況、生活習慣等調査の「今住んでいる
地域での行事に参加していますか」が「当てはまる・どちらかといえ
ば当てはまる」と答えた児童生徒の割合
・宍粟市小学生86.8％（全国小学生62.7％）
・宍粟市中学生77.6％（全国中学生45.6％）

(5)-①障がいの状態や支援ニーズに応じた合理的配慮に
より、すべての子どもが活動しやすい学校づくりを推進し
ます。

◆宍粟市特別支援教育総合サポート事業実施回数
◇特別支援教育スーパービジョン
　・学校園所職員との教育相談：125回
　・発達検査の対応：年間35回
　・就学相談（保護者面談含）：79回
◇特別支援教育コーディネーターネットワーク会議：３回
◇特別支援教育推進員研修会：３回
◇教育連携連絡会議：３回
◇教育支援委員会：２回

◆成果指標（意図や達成度を示す指標）
◇実績値　※数値では表し難い成果や実施状況

(5)-②日本語指導が必要な子ども（外国人児童生徒な
ど）に対する多面的な支援を行います。

◆日本語サポーター派遣人数
◇２人（小学校２校、派遣回数：延べ111回）
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《学校教育》　夢と自信をもち　魅力あふれる　宍粟の明日を担う人づくり

令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート

基本目標　２　地域総がかりで「新しい学校」を創造する

取組の成果及び今後の課題
自己
評価

委員の主な意見・感想等
委員
評価

　令和９年度までに全中学校区において、併設型小・中学校の設置とコミュ
ニティ・スクールの実施をめざす取組を進める中で、地域・家庭・学校が一
体となり連携や協働による教育活動を推進する。コミュニティ・スクールに
ついては、平成29年４月１日の法改正（「地方教育行政の組織及び運営に関
する法律）により、すべての小中学校をコミュニティスクール化することが
努力義務となった。一宮南中校区、山崎３中学校区においても、学校現場に
おける意識改革を進めるとともに、予算措置や人的配置などの支援を国や県
の施策を活用しつつ包括的に推進していきたい。

B- B-

　地域人材をゲストティーチャーとして学校に招き、「ふるさと学習」など
地域について学ぶ学習を推進したり、地域の企業から専門的な知識を持った
人材を招き学ぶ機会をつくることは、児童生徒の意欲的な学習につながる。
今後も、地域や地域企業との連携を密にして、人材を確保していく必要があ
る。 B+ B+

　平成21年８月に策定した「宍粟市学校規模適正化推進計画（全体計画）」
の推進期間は10年間であり、平成30年度末で期間満了となったが、校区再編
の枠組のうち、２校区が協議繰り延べとなっているため、この計画によるも
のとする。
　また、学校規模適正化により一定の集団化を進めることができている。他
校区についても、引き続き学校規模適正化の推進を図り、児童の育成に努め
る。

　施設整備については、今後も引き続き計画的な整備に努める。 B+ B+

・空調設備の設置状況、事業費について教えていただきたい。
⇒学校においては、普通教室、特別支援学級が編制されている教室、
特別教室のうちの理科室、図書室、音楽室に本年６月末までに設置が
完了している。また、事業費は、幼稚園、小学校及び中学校の合計で
約4億5千万円となっている。

・トイレの改修はどのような状況か。
⇒今年度は、山崎西中学校の管理・教室棟、山崎東中学校の特別教室
棟及び木工金工室棟、神野小学校体育館のトイレを改修する。それ以
外の学校についても今後３、４年かけて改修していきたいと考えてい
る。

・学校規模の適正化については、時間がかかったとしても地域の理解
を得ながら進めていただきたい。
・子どもをもつ家庭と地域の思いとは少し異なるかもしれない。

実践目標　(1)　地域との協働による学校づくり
　　　　　(2)　「宍粟を愛し、宍粟を活かす」教育の推進
　　　　　(3)　宍粟市の特性を踏まえた教育環境整備

　　　　　　　　　　※評価指標
　　　　　　　　　　　「A」：満足できる　「B+」：概ね満足できる
　　　　　　　　　　　「B-」：あまり満足できない　「C」：満足できない

基本目標に対する推進方針
◆成果指標（意図や達成度を示す指標）

◇実績値　※数値では表し難い成果や実施状況

(1)-①地域との協働によるコミュニティ・スクールの取組な
ど、地域とともにある学校づくりを推進します。

◆2017年度までに全中学校区（７校区）においてコミュニティ・ス
クールを実施する。
◇コミュニティ・スクール実施校区数
　３校区（千種中学校区、波賀中学校区、一宮北中学校区）
　※一宮北中学校区では、小中学校でひとつの運営協議会を設置
　　（H31より）

◆学校規模適正化推進計画に基づき、校区再編による学校規模の適正
化を図る。
◇≪実施の状況≫　Ｈ31.４.１時点　12校
　　              ※城下小・戸原小校区：当分の間協議繰延べ
　　　　　　　　　※伊水小・都多小校区：Ｒ2まで協議繰延べ
  ≪今後の予定≫　再編後における最終校区数：10校

(2)-①地域性を活かした特色ある教育を推進し、魅力あ
る学習活動を展開します。

◆学校におけるゲストティーチャー招聘率を100%とする。
◇招聘率100％

(3)-①推進計画に基づき、学校規模適正化を進めます。

◆ＩＣＴ機器の導入状況
◇市内中学校の特別教室（理科室）にタブレットと大型モニター（各
１台　計７セット）を導入
◆改修等工事の状況
◇千種小学校屋内運動場屋根改修工事
◇学校園空調設備整備事業（R１へ明許繰越）
◇山崎西中学校特別教室棟トイレ改修工事
◇山崎東中学校屋内運動場トイレ改修工事

(3)-②教育施設の計画的整備を進めます。
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《学校教育》　夢と自信をもち　魅力あふれる　宍粟の明日を担う人づくり

令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート

基本目標　３　宍粟の未来を支える多様な力を育てる

取組の成果及び今後の課題
自己
評価

委員の主な意見・感想等
委員
評価

　学力向上検討委員会で検討した結果、宍粟市の小中学校で必要な授業改善
として、より内容を深められる話し合い学習が進められるべきということに
なった。徐々にではあるが話し合い学習が増えてきているが、主体的に判断
したり、様々な周囲の意見により自らの考えを深化させていくまでに至って
いないことが多い。

　乳幼児の人数が減っているが、関係施設の協力により交流活動を実施でき
た。助産師や保健師からの話は生徒達の心に印象深く残り、安全に気をつけ
て交流できた。乳幼児や幼児、子育て中の親と直接ふれあう活動を通して、
子育ての楽しさと大変さを知るとともに、生命の尊重、家族の役割について
学ぶ機会となった。
　この体験を通して、家族や他者に対する感謝の心を育み、自分自身の将来
像を描く機会とすることができた。

　ALTの外国語の授業における活用率は小学校では少し下回っているものの、
中学校では大きく上回っている。学校教育課に配置されているイングリッ
シュコーディネーターとALT、学級担任等が連携してチームで授業を行う「宍
粟スタイル」の授業研究を今後も継続して推進していく。

　14回を重ねるスクイム市との交流事業は子どもたちをはじめ、保護者の国
際的な視野を広げ、相互理解の促進に大きく役立っており、今後も継続して
実施したい。

　平成31年３月に宍粟市内全学校園所代表によるパートナーシップ合同会議
を開催し、各中学校区の取組についての交流を行った。小中一貫教育をベー
スとした「学校園所」パートナーシップの取組については中学校区での取組
方に差があるものの、総じて各小中学校での意識の高まりが見られる。私立
保育園等との交流も充実してきており、今後も情報交流と改善のための協議
を活発にし、当事業を強力に推進していきたい。
　令和３年４月からの一宮北小中学校（併設型小・中学校）における小中一
貫教育のスタートをめざし、小中一貫教育の推進について地域、保護者、学
校への説明や併設型小中学校の設置準備を進めていく必要がある。

　小・中・高が連携して教職員の交流を活性化し、市内の義務教育・高校教
育の継続性を重視して教育活動を推進することができた。
　また、教職員の専門性・実践力を向上させるために、現代的な教育課題に
ついて研修を深めるとともに、異校種間で積極的に意見交換したり、教職員
自らが日々の生活を振り返ったりする中で、社会の変化に対応した教育観の
醸成を図ることができた。

B- B-

B+ B+

◆成果指標（意図や達成度を示す指標）
◇実績値　※数値では表し難い成果や実施状況

(1)-①話し合い学習の充実を図り、主体的に判断したり新
たな価値を創造したりする力を育みます。

◆学力向上検討委員会実施回数
◇年間４回開催
◆学校訪問実施率を100％とする。
◇100％実施

◆外国語指導助手(ALT)の活用率を全国平均以上とする。
◇小学校52.5％(全国平均62.4％)
◇中学校53％（全国平均21.9％）

B+ B+

・(1)-①成果指標として「学校訪問実施率100％」とあるが、この実施
率はどういった数値か。
⇒毎年度全学校で実施している、教育委員会の学校訪問の実施状況の
数値である。

・(2)-①ALT活用率の分母はどのような数値か。
⇒英語の総授業時数としている。（率は総授業時数のうちどれぐらい
の時数指導に入ったかというもの）

・(3)-②「小中高合同研修会」については、いくつかの分科会に分か
れて実施されるのか。
⇒英語や人権研修などテーマをつくり、８分科会で実施している。
・県立高校17校が参加となっているのは。
⇒本研修会は市外からも注目されていることもあり、市外の県立高校
からも参加希望がある。全体で約250人の先生が研修に参加されてい
る。

　　　　　　　　　　※評価指標
　　　　　　　　　　　「A」：満足できる　「B+」：概ね満足できる
　　　　　　　　　　　「B-」：あまり満足できない　「C」：満足できない

基本目標に対する推進方針

(2)-②体験を通して学ぶ国際理解教育・多文化共生教育
を推進します。

◆国際理解教育・多文化共生教育実施状況
◇スクイム市派遣国際交流
　・スクイム市への派遣人数　◇Ｈ30実績　10名
　・スクイム市からの訪問人数　◇Ｈ30実績　10名
◇英語スピーチコンテスト
　・１回開催、スクイム市からの派遣生徒参加

(3)-①小学校・中学校や幼稚園・保育所・こども園との間
で、子どもの成長を着実に引き継ぐ取組を推進します。
（学校園所パートナーシップ事業・小中一貫教育）

◆「学校園所」パートナーシップ推進協議会設置率を100％とする。
◇100％設置（各中学校区）
◆小中交流授業実施率を100％とする。
◇100％実施

(1)-②職業生活と家庭生活を両立させようとする意欲を
育てるために、幼児や子育て中の親とふれあう活動を充
実させます。

◆「出会い・ふれあい・こども教室」事業実施率を100%とする。
◇100％実施（中学校）

(2)-①積極的にＡＬＴ（外国語指導助手）を活用し、小学校
においても英語教育の充実を図ります。

実践目標　(1)　時代を牽引する個性豊かな人材の育成
　　　　　(2)　グローバル人材の育成
　　　　 （3） 幼稚園・保育所・こども園・小学校・中学校の連携と協働

(3)-②「小中高合同研修会」の充実など、教職員の交流を
活性化し、小学校・中学校と市内３高等学校の連携促進
を図ります。

◆小・中・高等学校等「教職員合同研修会in宍粟」参加状況
◇市内全小中学校（19校）から教員が参加、県立高等学校等からも参
加（17校）
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《学校教育》　夢と自信をもち　魅力あふれる　宍粟の明日を担う人づくり

令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート

基本目標　４　生涯学び続ける力の基礎を培う

取組の成果及び今後の課題
自己
評価

委員の主な意見・感想等
委員
評価

　読書ボランティアによる読み聞かせが定着し、児童も楽しみにしている。
図書室の環境整備にも尽力している。継続して活動を支えていく。
　読書ボランティア連絡会を学期に一回開催。毎回、活発な意見交換がされ
有意義な会となっているが、参加人数が少なく固定化している。連絡会に参
加しにくい（遠方である。日程が合わない。）場合は、各小学校で同様の勉
強会を実施している。（名称：読書ボランティア座談会　３小学校、延べ５
回開催）継続して実施する。

　市内小中学生によるラインやオンラインゲーム等SNS上のトラブルは増加し
てきており、情報リテラシー教育は、今後より一層推進していくことが求め
られている。情報モラル・リテラシーに関するアンケート調査を実施し、所
持率や活用状況等について調査をする必要がある。（令和元年度アンケート
調査を実施予定）
※SNSの普及に対応するため、子どもたち自身が話し合い、宍粟市中学校共通
のルールを策定
・宍粟市中学生サミットC７による
「SNS利用上のルール７か条」Ｈ27.４月作成

　小学校における市立図書館との連携を進め、司書によるブックトーク等で
児童の読書意欲を引き出し、移動図書館での貸出に繋げた。また施設見学で
来館した際にストーリーテリングを実施し、物語を楽しむ機会になった。継
続して実施する。
　その他の社会教育施設との連携も推進しており、各施設と連携を取り、特
徴を活かした活動を実施。様々な体験の場として活用できるよう、継続して
連携を図る。
※学遊館では「ふるさと宍粟探検隊」での宿泊や陶芸教室、新入生歓迎遠足
の受入等、歴史資料館では勾玉作りの指導等を行っている。また、たたらの
里学習館の協力で、千種中２年生が「たたら製鉄学習」を行っている。

B+ B+

　宍粟市人権教育講演会の実施
　「今日求められるいじめ問題の理解と対応」と題して、関西外国語大学教
授、新井肇先生に講演をいただき、生徒指導・教育相談については、いじ
め、自殺予防などの具体的問題をとりあげ、その原因・背景についての理解
を深めるとともに、様々な課題に対応できる実践的指導力の形成に取り組む
ことができた。今後も、市内各学校の実態に応じたテーマ設定を行い、継続
して講演会を実施していく。
　宍粟市人権教育推進検討委員会の開催
　学識者として姫路大学教育学部子ども未来学科教授、和田幸司博士を招聘
し、昨年度取組の課題であった人権教育年間指導計画の作成と校内研修の充
実方法について協議し、次年度の指針を作成した。

B+ B+

B+ B+

・(1)-②インターネットについて、トラブルの案件についてよく聞か
されることがある。プログラミング教育が始まるとのことであるが、
インターネットは切っても切れないものであると思う。今の子どもは
かなりの人数がスマートフォンを持っているので、使用に関して規制
をきちんとかけなければならない時期にきていると感じている。
⇒宍粟市では各中学校の生徒会長が集まってサミットを開催してい
る。この中でもSNSの使用に関するきまりを作って、各学校で取り組ん
でいる。子どもたちの意識付けも含めて今後も取組を進めていく。

・(3)-①いじめという言葉から、子どもたちは「いじめ」はダメとい
うことはよく認識していると思うが、言い方によって「いじり」は許
されるという捉え方や考え方をする子がいる。そういったところの人
権感覚を育てないと、SNSでのトラブルもあるように、相手の人格を否
定したりするような事案が発生してしまうと思う。人権感覚を養って
いく取組は非常に重要である。
⇒先生方にも、学校で一定の人間関係がある者から、心理的・物理的
な攻撃を受けたことにより精神的な苦痛を感じているものは「いじ
め」に該当するということについて理解していただいている。そう
いった中で小さなことでも初期の段階で未然に防いでいこうと話をし
ている。

・不登校の状況について教えていただきたい。
⇒不登校の児童生徒数については、昨年度より若干増えている状況で
ある。

・教職員で心を痛めて休職されている方はいるのか。
⇒職場内の人間関係などにおいて悩みを抱えている先生もおられる可
能性もあるので、何かあればサポートを行っていく。
・報道でもあった神戸市の小学校の先生間トラブルがもし起きるよう
なことがあれば、それまでの学校の取組が完全にカバーしきれない状
況となる。先生方の心の悩みがどこにあるのかなど把握に努め、声か
けや指導等を行っていただきたいと思う。

実践目標　(1)　学び続けようとする子どもの育成
　　　　　(2)　社会教育施設とリンクした教育の推進
　　　　　(3)　豊かなくらしを支える人権教育の推進

　　　　　　　　　　※評価指標
　　　　　　　　　　　「A」：満足できる　「B+」：概ね満足できる
　　　　　　　　　　　「B-」：あまり満足できない　「C」：満足できない

基本目標に対する推進方針

(3)-①児童生徒の人権感覚を健全に育んでいくために、
人権教育の理念を生かした教育活動を推進します。

◆宍粟市人権教育講演会における教職員参加数
◇364名（１回開催）
◆宍粟市人権教育推進検討委員会開催数
◇３回

◇読書ボランティア活動実績
◆登録者数　小学校162名　中学校41名　（合計203名）
◆総活動日数（総活動者数）
　小学校　299日（1,685名）　中学校　57日（72名）
◆読書ボランティア連絡会取組実績
◇読書ボランティア連絡会の実施
　３回（30名参加）
◇読書ボランティア応援誌「本の小部屋通信」の発行
　３回

(1)-②インターネットにおける望ましい情報活用能力や、
モラルを育成する実践的な情報教育を推進します。

◆情報モラル・情報リテラシーに関する講演会実施率を100%とする。
◇100％（全小中学校で実施）

(2)-①市立図書館や学遊館、歴史資料館の活用など、社
会教育施設と連携した教育環境整備を推進します。

【小学校】
◆移動図書館車による貸出校数
◇９校
◆ブックトーク及びストーリーテリングの実施校数
◇７校
◆施設見学校数
◇８校
◆資料の特別貸出校数
◇４校
【中学校】
◆トライやる・ウィークの受入校数
◇２校
◆資料の特別貸出校数
◇２校

◆成果指標（意図や達成度を示す指標）
◇実績値　※数値では表し難い成果や実施状況

(1)-①地域の読書ボランティアの協力を得ながら、生涯学
習につながるように読書活動の充実を図ります。
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《学校教育》　夢と自信をもち　魅力あふれる　宍粟の明日を担う人づくり

令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート

基本目標　５　子どもの充実した学びを支える

取組の成果及び今後の課題
自己
評価

委員の主な意見・感想等
委員
評価

　全普通教室への整備により、すべての教職員がタブレットや大型モニタを
活用した授業を行うことが可能になった。これらのICT機器を活用することに
より、聴覚だけではなく視覚に訴えるなど、児童生徒にとってわかりやすい
授業となるよう、活用方法についての研修を進めていく必要がある。

　学習支援ツールについては、全7中学校において学習プリントの活用だけで
はなく、家庭での自主的な学習にも対応したWeb上の学習支援ツールを活用し
た学習支援をスタートさせた。今後も家庭でのより一層の活用に向けた啓発
が必要である。
　放課後がんばりタイムについては、市内８小学校において実施し、学習習
慣の定着や基礎基本の定着をめざす取組を進めた。今後は全12小学校での実
施をめざす必要がある。

　根津隆男先生の研修会は年間３回実施できるが、内容の実践においては難
しいことがある。
　各学校、各学級において意欲的に学べる学級集団づくりがなされようとし
ている。しかし全部の学級でそれが実現されているとは限らない。今後とも
児童生徒の人間関係づくりにスキル学習の成果を活かす取組が必要である。

　市内全小中学校への巡回訪問により各学校のいじめや不登校等の事案に対
する対応、保護者からの相談への対応などにより、子ども・保護者への支援
を行うことができた。今後も、巡回訪問だけではなく、必要に応じて学校、
子ども、保護者をサポートする体制を継続していく。

　「宍粟市学校危機管理マニュアル」の整備については完了しているので、
今後は、これらマニュアルに基づき、適切な対応がされるよう周知・徹底を
図るとともに、最新の情報を反映させ、逐次、改訂作業を実施していく。各
学校は学校危機管理マニュアルの見直しと更新を実施。平成30年３月には
「食物アレルギー疾患対応マニュアル」を改訂。
※整備状況
・宍粟市地域防災計画（H27改定）
・食物アレルギー疾患対応マニュアル（H26策定→H30改定）

B+ B+

　年々子どもの数が減少していく中で、少人数で登下校するケースの増加が
想定される。見守り活動の体制については「見守り隊」という形態にこだわ
らない仕組みを検討し、今後の見守り体制のさらなる充実が必要である。

　虐待への対応など、健康福祉部・県立こども家庭センター、警察と連携し
ながら、児童生徒の保護へとつなげることができた。また、保護者や学校へ
の支援についても、ケース検討会等の実施により丁寧な対応ができている。

B-

B+ B+

B+ B+

・(1)-①人数分のタブレットは具体的にどのように活用されているの
か。
⇒ひとつの活用例として、授業中の問題に対して子どもたちがタブ
レット上に回答すると先生のタブレットに集約され、採点作業が行わ
れるなど、先生の事務処理の負担軽減につながるという面もある。ま
た、視覚に訴えるという意味でICT機器は大きな効果があると考えてい
る。
・タブレット整備にかかる費用は相当なものか。
⇒コンピューター室のパソコンが古いままとなっていることが課題で
あるため、それをタブレット型に更新を行っている。文部科学省の基
準として、各学校３学級で１学級分の台数を整備することとなってお
り、最終的にはそれを目標として整備を行っていくこととしている。

・実践目標(1)の自己評価が「B-」の要因は。
⇒放課後がんばりタイムについて、成果指標として全小学校での実施
が目標であるが、実績が８校（66.7％）であるため。

実践目標　(1)　基礎的な知識・技能の習得を支援する教育環境の整備
　　　　　(2)　豊かで実り多い学校生活の基盤をつくる生徒指導の推進
　　　　　(3)　地域と連携した防災教育・安全教育の推進
　　　　　(4)　地域や関係機関と連携した子育て支援の充実

　　　　　　　　　　※評価指標
　　　　　　　　　　　「A」：満足できる　「B+」：概ね満足できる
　　　　　　　　　　　「B-」：あまり満足できない　「C」：満足できない

基本目標に対する推進方針
◆成果指標（意図や達成度を示す指標）

◇実績値　※数値では表し難い成果や実施状況

(4)-①登下校見守り隊活動の充実や、子どもを守る110
番の家の確保により、地域で子どもの安全を守る体制の
整備や充実を図ります。

◆子どもを守る110番の家の登録数
◇563件
◆小学校の通学路安全点検の実施を100％とする。
◇100％実施
◆登下校時の見守り活動（保護者、地区の人々またはボランティア等
による）が行われている学校数
◇12校（全小学校）

(1)-①タブレット、大型モニタなどのＩＣＴ機器の整備・有効
活用により、わかりやすい授業づくりを支援します。

B-
◆学習支援ツール活用率を100％とする。
◇100％（全中学校）
◆放課後がんばりタイムの実施率を100％とする。
◇66.7％（８小学校）

(2)-①円滑な人間関係を築くために、社会的スキルを育
む授業の実施や、だれもが意欲的に学べるよう学級集団
づくりに取り組みます。

◆社会的スキルを育む集団づくり研修会開催数
◇３回（山崎南中学校で開催）

(3)-①関係機関や地域と連携しながら、体験的な防災・安
全教育を推進します。

(1)-②子どもの到達度に合わせたきめ細やかなプリント
教材が作成できる学習支援ツールを整備し、学力の向上
や定着に向けた取組を推進します。

◆小中学校のタブレット・大型モニタ整備率を100％とする。
◇100％整備
◆ICTプロジェクト会議開催数
◇５回

(2)-②スクールカウンセラーや学校サポートチームと連携
し、学校の教育相談体制を充実させ、子ども・保護者を支
援します。

◆スクールカウンセラー配置数
◇全小中学校：週１回～２回
◆「しそう学校サポートチーム」による活動数
◇巡回相談訪問　76回
◇ケース検討会　７回
◇研修会、会議への参加　36回
◇面接相談　31回　延べ150日

【参考】
「しそう学校サポートチーム」組織構成
・宍粟市青少年育成センター（学校OB、警察OB）
・適応教室さつき学級適応教室指導員（学校OB、非常勤職員）
・学校教育課指導主事
・スクールソーシャルワーカー
宍粟学校サポートチーム活動内容
・いじめ、不登校等問題行動に関する相談と支援
・学級経営や部活動に関する相談と支援
・児童生徒理解に係る支援（研修会等の実施）
・児童虐待への対応
・学校園所巡回相談

◆学校危機管理マニュアルを最新の情報に反映させる。
◇１回（毎年度）

◆地域（自治会・PTA）や専門機関（消防署等）と連携した防災（避
難）訓練の実施率を100％とする。
◇小学校100％、中学校100％

◆地域（自治会・PTA）や専門機関（消防署等）と連携した防災教育
に関する活動（授業、防災講話等）の実施率を100％とする。
◇小学校75％、中学校86％

(4)-②健康福祉部・県立こども家庭センター・警察などと
連携した子育て支援を推進します。

◆宍粟市要保護児童対策地域協議会への参加回数
◇４回
◆健康福祉部や警察と連携したケース検討会の実施数
◇７ケース
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《学校教育》　夢と自信をもち　魅力あふれる　宍粟の明日を担う人づくり

令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート

基本目標　６　新しい時代の教育に対応するための基盤を整備する

取組の成果及び今後の課題
自己
評価

委員の主な意見・感想等
委員
評価

　ライフステージ別研修講座は対象の教師のほぼすべてが参加しており、知
識の更新が図られている。
（参加範囲：小中校長、教頭、主幹教諭、教諭、養護教諭、栄養教諭、常勤
講師、幼保こども園の教職員と全職員）

　研修に関わる講師陣は多くの人の意見を参考にして、専門的知識を有する
講師を選定した。
　講師については大学と連携するのは大切だが、現職の教員、指導主事や弁
護士などそれぞれの分野での専門家と連携し、新しい知識を獲得できるよう
取り組んだ。

　その年度の教育課題の解決につながるテーマ及び講師選定を実施。

平成30年度
　教育講演会「これからの時代の学校」
　  講師：小西哲也　兵庫教育大学教授
　人権教育講演会「今日求められるいじめ問題の理解と対応」
　  講師：新井肇　関西外国語大学教授

B＋

・(1)－①ライフステージ別研修について、今年度は１日で午前、午
後、管理職と３種類の研修となっていたが、意図的にこういう計画で
実施されたものなのか。
⇒夏季休業期間中に様々な研修がある中で、講師、会場の日程調整に
より、やむを得なかった。保育所の運営に支障が出ないよう配慮して
いきたい。
・先生方も職務の合間に研修に参加しなければならないので大変だと
感じている。

B＋

基本目標に対する推進方針
◆成果指標（意図や達成度を示す指標）

◇実績値　※数値では表し難い成果や実施状況

　　　　　　　　　　※評価指標
　　　　　　　　　　　「A」：満足できる　「B+」：概ね満足できる
　　　　　　　　　　　「B-」：あまり満足できない　「C」：満足できない

(1)-②教職員の研究活動を支援するために、大学や県教
育委員会と連携して、研修プログラムの充実を図ります。

◆大学と連携した講座数
◇14講座（全18講座）

(1)-③学校現場のニーズを的確に踏まえ、人権教育講演
会や教育研究大会を実施します。

◆講演会の実施状況
◇年２回実施（100％）
 人権教育講演会、教育講演会

実践目標　(1)　時代のニーズに対応した教職員研修の実施

(1)-①教職員のライフステージや、現代的教育課題に対
応した教職員研修を充実させ、宍粟市教育研修所の機能
充実を図ります。

◆ライフステージ別研修講座開講数
◇５講座
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《社会教育》　つなぐ心　つなぐ地域　つなぐ知恵　　共に学び　共に支えあう　宍粟の生涯学習

基本目標　１　生きがいをもって学べる生涯学習の推進

取組の成果及び今後の課題
自己
評価

委員の主な意見・感想等
委員
評価

　高齢世代が心豊かな暮らしを送るために必要な情報・知識の提供
を行うと共に、学生同士がクラブ活動などを通した仲間づくりの場
となるようなキャンパス運営を行った。
　また、視覚聴覚に障がいのある方々を対象に、日常生活で必要と
なる知識や情報の提供のほか、支援スタッフの協力のもと、学級生
同士の交流を促進する様々な講座を実施し障がいの有無に関わらず
ともに生きる社会づくりに向けた事業を実施した。
　

B+ B+

　パスポート所持者は、対前年度で１割程度増えている一方、世代
間での偏り（若年層が少ない）が顕著に見られる。講座の選定に当
たっては、あらゆる世代の興味・関心に沿って選択できるようジャ
ンルと内容に幅を持たせ魅力ある市民大学として、引き続き広報・
募集活動にも積極的に取り組む。

B+ B+

  生涯学習事務所等では、生涯学習活動に自主的に取り組む市民グ
ループに対し登録団体制度により活動への支援を行っている。活動
の成果を自らの満足に終えることなく、市民全体で共有すること
（学びの還元）について働きかけを行い、行政が行う青少年育成事
業の講師として活躍して頂くなど、共に学び磨きあう生涯学習の趣
旨に沿った取組を進めた。一方で、登録団体構成員の高齢化が進む
中で新たな担い手が不足しており、持続可能な団体活動に向けて、
必要な助言・指導を行っていく必要がある。

　家原遺跡公園工房を活用して、交流と体験の２つの目的を併せ持
つ事業として夏休み親子体験教室を実施している。夏休み期間中に
おいては、様々な子ども向け体験活動が集中して実施されることな
どから、参加申込者が少ない現状である。今後においては、開催時
期や体験内容について改善を図ることが必要である。

  多くの施設については老朽化が進んでおり、また施設の構造上、
必ずしも利用者にとって利便性が高い状況となっていない。
　一宮・波賀・千種の生涯学習事務所については、令和２年度から
順次、（仮称）市民協働センター施設への統合により、利便性・安
全性ともに充実した生涯学習の拠点施設となる予定。学遊館につい
ては、現行を維持し必要に応じ修繕対応を継続していく。

B- B-

B- B-

(2)-①生涯学習センターの登録団体など、「学び」を続けるグ
ループの活動を支援し、地域での学習のリーダーとなる人材
の育成に努めます。

令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート

　　　　　　　　　　※評価指標
　　　　　　　　　　　「A」：満足できる　「B+」：概ね満足できる
　　　　　　　　　　　「B-」：あまり満足できない　「C」：満足できない

実践目標　(1)　だれもが参加できる生涯学習の推進
　　　　　(2)　学んだことが地域で活かせる事業の推進
　　　　　(3)　学んだことがみんなに広がる取組の推進
　　　　　(4)　みんなが利用しやすい生涯学習施設の整備と充実

実践目標に対する推進方針
◆成果指標（意図や達成度を示す指標）

◇実績値　※数値では表し難い成果や実施状況

(1)-①年齢や学習目的に応じた「学び」のきっかけづくりと内容
の充実に努めます。
・高齢者大学　　・成人大学
・生涯学習講座　・宍粟市民大学
・しそう青い鳥・くすの木学級など

◆高齢者大学学生数
◇856人
◆青い鳥・くすの木学級学級生参加人数
◇延べ74人

◆市民大学生（しそう学びパスポート所持者）
◇230人
◆市民大学講座数
◇45講座

・(2)－①市民大学等について、若い世代の参加が少ないとい
う説明があったが、対策は検討されているか。
⇒若い方は、座学などの講座への参加は敬遠されがちな傾向が
あることから、ハートフルシネマなどの映画会やスマートフォ
ン、英会話の講座等、気軽に参加できるような講座も実施する
ようにしている。

・(2)－①リーダーとなる人材の育成に努めるとあり、成果指
標として、市民大学生及び市民大学講座の実績が示されている
が、どのようなリーダーを育成できたのか。
⇒具体的な例を挙げると、学遊館で実施している青少年活動に
おいて、自らも学ぶことがあるが、子どもたちにものづくりを
指導するなど、指導者として学びを循環させていただいてい
る。

・戸原地区敬老会において、市民大学のフラダンス部の方々だ
と思うが、とてもいきいきと踊られており、自分たちの楽しん
でいるすがたを啓蒙されていることが本当にすばらしく思っ
た。学びを発表したり、発揮する場があることが非常に大切
で、それが生きがいになると感じている。

・(3)－①生涯学習センター登録団体数が60団体あり、今後活
発に活動していくためにも、団体間の会議や交流会などの場を
提供していく必要があると考える。

・波賀の生涯学習事業で自衛隊の音楽隊の演奏があり、幼稚園
児、保育園児も参加させていただいたことがある。子どもたち
も楽しめる内容でたいへん良かった。内容によっては、幅広い
年齢が参加することができ異年齢交流にもなると思う。

・(4)-①生涯学習施設の修繕等について、市民協働センター建
設の兼ね合いから、現有施設に多額の費用を投じることは難し
いと思う。しかしながら、最低限安全性の確保に努めてもらい
たい。

(3)-①学びの成果を発表し、相互に交流する機会を提供しま
す。

◆生涯学習センター登録団体数
◇60団体

(3)-②ホームページなどを活用した生涯学習情報の収集と発
信を行い、学んだことを市全体に広げるネットワークづくりに取
り組みます。

◆夏休み親子教室（竹細工・木工）開催数
◇各１回

(4)-①だれもが生涯学習施設を快適に利用できるよう、施設の
改修や安全管理に努めます。

◆生涯学習施設の修繕費（年間）  ※H30年度実績額
◇学遊館　　　　　　　1,204千円
◇センターいちのみや　  108千円
◇センター波賀　　　  　876千円
◇センターちくさ　　  　217千円
　　　　　　　　　　　　　　　＜合計＞2,405千円
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《社会教育》　つなぐ心　つなぐ地域　つなぐ知恵　　共に学び　共に支えあう　宍粟の生涯学習

令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート

基本目標　２　人権を尊重するまちづくり、子どもや青少年が健やかに育つ地域づくり

取組の成果及び今後の課題
自己
評価

委員の主な意見・感想等
委員
評価

　｢いのち｣をテーマに親しみやすい人権啓発事業を展開すること
で、関心が低かった若年層の参加促進を図るとともに、多くの市民
に心の豊かさや多様な考え方をアピールすることができた。

　「差別のない明るく住みよい宍粟市」の実現をめざし、8月の
「人権文化をすすめる市民運動推進月間」や12月の「人権週間」の
期間を中心に、人権尊重をテーマとした講演会や映画会等を開催
し、より多くの市民への啓発に努めた。

B+ B+

  生涯学習センター学遊館において、宿泊型体験活動を実施し、学
校や学年の枠を越えて生活をともにし、規律ある生活習慣を身につ
けるとともに、高校生等の学生リーダーのサポートを受け様々な体
験活動を効果的かつ安全に実施することができた。 B+ B+

小さな子どもの付添という形が多かったが、親子で体験できる講座は非
常に好評であった。今後も講座数を増やせるように考えていく。課題とし
ては、講座の参加人数が限られていることから、人気の講座がしばしば
定員を超過することがあった。募集の内容など方法を改善していく必要
がある。

B+ B+

チャレンジキャンプや土曜なんでも体験隊では、大人のサポーター
以外にも市内の高校に通う高校生や近隣の大学生など、多くの学生
サポーターの協力により事業を実施した。学生サポーターの中に
は、自らも本事業の参加児童であった方も含まれ、学びの還元につ
いても、少しづつではあるが広まりが見られるようになっている。
リーダー養成講習については、現在リーダーとして参加してくれて
いる学生を対象にした研修を1回開催した。

　少子化が進行し、単位子ども会（自治会単位）での各種活動の実
施が困難になりつつある状況である。隣接自治会と合同で事業実施
するなど、スケールメリットを生かした活動に転換していく必要が
ある。

　放課後や休日の時間において、学校と地域ボランティアの方々の
協力を得て、市内各地でスポーツ活動、文化活動などを年間を通じ
て実施した。これらの活動には多くの地域ボランティアの協力が必
要であるが現状では十分な状況とはなっていない。今後においても
引き続き、地域活動グループ等への働きかけを行っていく。

B+ B+

◆親子でできる体験教室（講座数）
　①講座数
　②参加者数
◇①26講座
　②327人

◆学遊館　チャレンジキャンプ及び土曜なんでも体験隊地域サポー
ター（リーダー）数
◇48人
◆研修会開催数
◇１回

◆安全指導研修会開催数
◇１回

　　　　　　　　　　※評価指標
　　　　　　　　　　　「A」：満足できる　「B+」：概ね満足できる
　　　　　　　　　　　「B-」：あまり満足できない　「C」：満足できない

B+

(2)-①人権啓発ＤＶＤを活用するなど、みんなが参加しやすい
研修会や講演会を開催し、人権文化の息づくまちづくりを推進
します。

(6)-②地域の子ども会役員を対象に安全指導研修会を開催
し、自主的な地域教育を支援します。

基本目標に対する推進方針

(5)-①生涯学習センターなどで、家族や親子で参加できる体験
活動講座を開催するとともに、その内容の充実を図ります。

(3)-①年間を通した人権啓発活動に加えて、「人権文化をすす
める市民運動推進月間」（8月）と、「人権週間」（12月）に講演
会を開催するなど、啓発活動を充実させます。

(6)-①学遊館での宿泊型体験活動に学生や地域サポーターの
参加を募るなど、リーダーの発掘に努めます。また、リーダー
養成研修会を開催し、企画力や指導力の向上を図ります。

(4)-①地域サポーターと子どもたちが、共に地域の自然や歴史
を学ぶ青少年体験活動を実施します。

(2)-②交流事業を通して、子どもたちが命の大切さ、仲間の大
切さに気づく取組を進めます。

(1)-②自治会で実施した人権学習の成果を発表する場を設け
るなど、住民の交流を大切にした人権学習を進めます。

(1)-①生涯学習推進協議会などと連携し、自治会ごとの人権
啓発・人権学習などを推進します。

実践目標　(1)　地域や学校園所、関係機関と連携した人権教育の推進
　　　　　(2)　人権を尊重した地域づくりや交流事業の支援
　　　　　(3)　人権教育の推進と啓発活動の充実
　　　　　(4)　地域で子どもを育む体験活動の充実
　　　　　(5)　家族や親子で体験できる活動の充実
　　　　　(6)　青少年健全育成リーダーの育成と資質向上研修の推進
　　　　　(7)　家庭や地域・学校園所と連携した子どもと青少年の学習の支援

(7)-①放課後子ども教室などを開催し、異年齢の子どもの交流
や居場所づくりを進めます。また、地域ボランティアが主体と
なって教室を運営することで地域の活性化を支援します。

◆放課後子ども教室開催回数等
◇延べ477回（７教室）
◆土曜チャレンジ事業開催回数等
◇延べ262回（３教室）

◆市民運動推進月間（週間）事業などの参加人数
◇997人
◆若者フォーラム参加人数
◇407人

◆成果指標（意図や達成度を示す指標）
◇実績値　※数値では表し難い成果や実施状況

B+

◆学遊館　チャレンジキャンプ及び土曜なんでも体験隊
　①参加者数
　②地域サポーター（リーダー）数
◇①60人
　②48人

◆S1グランプリ参加者数
◇173人（絵画など応募作品52点）
◆移動動物園参加者数
◇1,000人

◆生涯学習推進協議会の研修会等活動回数
◇174回

B+

　一人ひとりの人権が尊重される社会の実現をめざして、各地区の
生涯学習推進協議会や自治会において、人権教育をテーマとした研
修会や学習会を継続的に実施することで、人権意識の向上を図るこ
とができた。また、地区生推協が年度末に一年間の活動実践発表会
を開催することで、取組の振り返りと情報交換・交流の機会となっ
ている。
　今年度は、新たに山崎の神野地区及び土万地区において、地域の
ふれあい喫茶等のタイミングで人権啓発DVDを活用した自治会別人
権学習会に取り組まれたことで、左記活動回数が平成29年度よりも
増加した。（平成29年度実績167回）
　参加者からは、人権を考える良い機会になったといった肯定的な
意見が多く、広く地域の方が参加されるイベント等での学習会の実
施がよい結果につながったと考える。

B+ B+

B+

・自治会別人権研修のDVD鑑賞について、今年度は児童虐待が
テーマであったが、一番観てもらいたい世代（若い親）の参加
が少なく感じた。

・様々な講座等に多くの方が参加されていてすばらしいことだ
と感じている。

・人権教育は地域をあげて継続して取り組まれている。年に１
回でも２回でも地域で話し合う機会があることはこれからも非
常に大事なことであると思っている。

・毎年、幼稚園、保育所の先生方が研修する機会がある。この
たびLGBTの講演会であったが、先生方のLGBTへの理解が進んで
きている。実体験に基づく講演であり、生の声を聴くことで、
保育現場においても男女の区別をしないようなやり方を取り入
れていかないといけないという風にも考えさせられた。今回の
講演の取組を思うと、宍粟市は優れた人権教育ができているま
ちであると考えている。

・(2)-①、②Ｓ１グランプリについて、山崎東中学校では学校
をあげて取り組んでいるが、他の学校区ではどのような状況
か。
⇒学校をあげての取組は山崎東中学校だけである。作品の募集
等については、夏休みの宿題を兼ねて家族と一緒に取り組んで
いただけるよう、各学校にチラシを配付してお願いしている。
・若年層の取組への参加が低いという説明もあったことから、
自分たちの子ども世代も参加していくことは大事であると考え
るので学校単位での取組についても検討をお願いする。

・(7)-①について、小学校が終わって家に帰ってくると、友だ
ちの家が離れていて遊ぶことができない子もいる。そういった
場合、学童に入所すれば友だちと遊べるということを、子ども
ながらに考えるようである。子どもはやはり友だちといたいと
思うので、放課後子ども教室等の取組も今後充実させていって
ほしいと考える。
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《社会教育》　つなぐ心　つなぐ地域　つなぐ知恵　　共に学び　共に支えあう　宍粟の生涯学習

令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート令和元年度（平成30年度事業対象）　宍粟市教育委員会事務事業評価シート

基本目標　３　読むこと・知ること・学ぶことを大切にした芸術・文化活動の推進

取組の成果及び今後の課題
自己
評価

委員の主な意見・感想等
委員
評価

　蔵書の充実については、「利用者のリクエスト対応」、「４図書
館（室）における情報共有」などを行い、限られた蔵書スペースに
おいて、様々な読書ニーズに対応できるよう対応を進めた。 B+ B+

　電子図書館ネットワークの構築、デイジー図書の購入、図書館車
巡回の充実など、市民の誰もがより図書に親しめる環境づくりを進
めた。

　年間を通じて定期的に巡回することで、来館が困難な地域の方々
が身近に本に親しむ機会の充実を図った。また、学校園にも積極的
に定期巡回を行った。

　本事業は、平成30年１月より播磨科学公園都市圏域定住自立圏に
ある市町で共同運営するかたちで開始された。開始初年度というこ
とで、閲覧可能なタイトル数は1,600件程度として十分でないこ
と、また事業への認知が低いことから、今後、内容の充実と周知促
進の両面から取組を進めていく必要がある。

　インターネットを利用した電子端末（タブレットPC等）により、
視覚に障がいがある方々にとって、時事情報や生活情報へのアクセ
スが容易になっている状況ではあるが、公共図書館としても障がい
の有無に関わらず読書が身近なものとなるよう書籍タイトルの拡充
に努める。

　読み聞かせや選書について、より効果的な活動が展開できるよう
各地域で活躍する読書ボランティア間の情報交換と連携強化を目的
として、連絡会・研修会を開催した。

　10ヶ月児健康相談時に、赤ちゃんと保護者に対し絵本を楽しむ時
間の大切さと読み聞かせの大切さを伝えた。なお、前年度において
は年間22回実施したが、少子化に伴い健康相談日程が短縮されたこ
とに付随するものである。

　宍粟学講座では、市外からも多くの参加があり歴史を通じた同好
の仲間作りにつながり、宍粟の歴史研究が深まるきっかけづくりと
なった。また、宍粟における製鉄の歴史をテーマに展示会を開催
し、市内外を問わず多くの方々に歴史に触れてもらうことができ
た。

B+ B+

　市民より寄贈を受けた貴重な歴史資料を適切に管理し、後世に残
していくことを目的に資料整理と解読を進めた。

　地域の伝統継承活動団体においては、世代間での継承が課題と
なっている。
引き続き、宍粟学講座などの市民啓発事業を充実させることで、歴
史文化に興味関心を持つ方々を増やす取組を実施していく。

　市全体としての美術作品展を開催し、創作活動の普及と裾野の広
がりを図ると共に、展示の場での来場者間の相互交流により、さら
なる創作意欲の促進につなげた。

　市内の文化芸術活動の拠点施設として、広く市民に活用して頂け
るよう施設改修に努めた。改修に当たっては、工事の時期や手法に
ついて利用者の利便性を極力損なわないよう配慮しながら進めた。

　全国レベルの展示会等の入賞者への奨励金制度であるが。交付件
数が増加する状況となっていない。従来の芸術文化活動の枠内に限
定せず、新たな時代の芸術文化活動も交付対象とすることで、若い
世代の創作活動等を支援していくことが必要である。

◆図書館の蔵書冊数（各生涯学習事務所図書室を含む）
◇165,822冊

◆保管資料の整理目録作成数
◇2,272点

・図書の取組（蔵書冊数、貸出冊数、移動図書館巡回箇所数）
の実績値が昨年度より上昇しており、評価できる結果であると
感じている。

・図書に関して、学習スペースの状況について教えていただき
たい。
⇒H30.７月から、図書館、センターいちのみや、波賀文化創造
センター及びセンターちくさに学習スペースを設置している。
昨年度の利用者数については1,057人となっており、うち９割
が学生の利用であった。

・移動図書館について、すべての学校園所を回っていただいて
おり、子どもたちは楽しみにして本を借りている。

・宍粟学講座について、姫路市からも楽しみに参加されている
方もおられ、非常に高い評価をされていた。

・本離れを防ぐ方法として、あるところでは「本の貯金」とし
て、読書をすれば預金通帳に貯まるという取組みをされている
ようである。子どもにとっては魅力を感じると思うので、そう
いった取組も今後検討してみてはどうか。

B+

B+ B+

B+

(6)-①芸術や文化に親しむきっかけとなるよう、宍粟市美術展
や文化展などを開催します。

◆宍粟市美術作品展の入場者数
◇1,387人

(4)-①企画展や宍粟学講座の開催を通して、宍粟の歴史や伝
統文化に対する理解や関心を深めます。

◆宍粟学講座実施回数
◇６回（受講者　548人）
◆播磨科学公園都市圏域定住自立圏連携事業パネル展開催回数
◇１回（見学者　350人）
◆企画展開催回数
◇２回（見学者　500人）

(6)-③芸術文化奨励金を交付し、芸術文化の振興と人材育成
を図ります。

(2)-②図書館を直接利用できない地域のため、移動図書館車
ささゆり号の運行の拡充をめざします。

◆移動図書館車巡回箇所数
◇123箇所（110日稼動）

実践目標　(1)　計画的な蔵書管理の推進
　　　　　(2)　図書館の施設・機能の充実
　　　　　(3)　読書活動の推進
　　　　　(4)　地域の歴史・文化に関する展示や講座の充実
　　　　　(5)　歴史・文化遺産の保存整理と調査研究の推進
　　　　　(6)　芸術・文化活動の振興

基本目標に対する推進方針
◆成果指標（意図や達成度を示す指標）

◇実績値　※数値では表し難い成果や実施状況

(1)-①図書館利用者のニーズに応えられるよう、蔵書の充実
や資料の収集に努めます。

(2)-①蔵書検索及び予約サービスを充実させたり、図書館だよ
りで新刊を紹介したりするなど、利用者の利便性の向上を図り
ます。

◆図書館の貸出冊数（各生涯学習事務所図書室を含む）
◇131,439冊

(5)-①宍粟の歴史・文化資料の整理と研究を進め、保存と活用
に努めます。

(3)-①読書ボランティア連絡会で読み聞かせなどの研修会を
開催し、読書ボランティアの育成に努めます。

(6)-②安全で快適に芸術や文化にふれることができるよう、施
設の維持管理に努めます。

◆山崎文化会館入館者数
◇95,010人

◆芸術文化奨励金交付件数
◇３件

(5)-②文化財所有者や伝統民俗芸能保存団体に助成を行うな
ど、文化遺産の保護や継承を支援します。

◆伝統民俗芸能保存団体数（助成団体数）
◇18団体
◆古文書講座開催回数
◇10回（受講者　117人）

(2)-③電子図書館の利用促進に努めます。
（H30.1.13開設）

◆電子図書館利用登録者数
◇127人

(2)-④デイジー図書の利用促進に努め、視覚に障がいのある
人などだれもが本に親しむ機会を提供します。

◆デイジー図書貸出数
◇96コンテンツ

◆読書ボランティア連絡会等開催回数
◇連絡会８回・研修会１回

(3)-②幼児とその保護者を対象にしたブックスタート事業によ
り、図書館司書が本との出会いを応援します。

◆ブックスタート事業による読み聞かせ回数
◇18回

B+ B+

　　　　　　　　　　※評価指標
　　　　　　　　　　　「A」：満足できる　「B+」：概ね満足できる
　　　　　　　　　　　「B-」：あまり満足できない　「C」：満足できない

B+ B+
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基本目標　４　「元気な宍粟」の実現をめざした生涯スポーツの推進

取組の成果及び今後の課題
自己
評価

委員の主な意見・感想等
委員
評価

　平成26年４月からのスポーツ施設使用料減免導入から5年を経過
し、年々増加傾向にある。特に高齢者の利用が増加しているが、少
子化の影響により子どもの利用者は減少傾向である。今後も継続し
て利用啓発を進めたい。

　しーたん通信によるラジオ体操の放送が認知されてきたが、市民
への認知度を高めるため、スポーツ推進委員が中心となり“ラジオ
体操指導員”講習会を受講し啓発に努めた。今後、事業所等への普
及に力を入れる必要があり、継続して事業所、団体にアプローチし
ていきたい。

　宍粟市ウォーキング大会は市外からの参加も多く一定の集客もあ
ることから今後も継続していく。

　宍粟市スポーツ推進委員会が中心となりウォーキングコースを設
定し、気軽で簡単に身体活動ができるウォーキングを推奨し、健康
長寿を図っていきたい。

　公式競技ができる施設については、全日本クラスのカヌー選考会
を誘致し、学生選手権、合宿を含めた宿泊施設の利用も増加してお
り、市内全体に経済効果が波及している。今後も施設維持管理を徹
底し、継続した大会誘致に努める。

　交付件数は若年層が中心であり、年々増加傾向にある。今後も本
制度の周知を図り、実績増加に向けて取り組む。全国大会等への出
場は地域住民や子どもたちの励みとなっている。本制度の趣旨であ
る市民の競技スポーツの推進と青少年の健全育成が図られているた
め、今後も引き続き実施していく。

　音水湖でのカヌー体験教室は７月の豪雨災害により中止となった
が、申込者数は50名以上あり、次年度も継続して実施したい。
　また、冬期にスキー教室を実施し、宍粟市の地域資源を生かした
スポーツ活動が展開できた。

B+ B+

　利用者ニーズに応じた施設改修を実施しているが、施設の老朽化
に伴う修繕については、計画をもって予算化し対応する必要があ
る。（緊急修繕含む）

　施設の利用調整については、調整団体の優先順位をつけることに
より、各団体との調整がスムーズにできた。 B+ B+

B+ B+

　　　　　　　　　　※評価指標
　　　　　　　　　　　「A」：満足できる　「B+」：概ね満足できる
　　　　　　　　　　　「B-」：あまり満足できない　「C」：満足できない

B+ B+

・しーたん通信でのラジオ体操の放送については、非常に良い
取組である。
⇒今年度から宍粟チャンネルの動画でも配信している。

・山崎スポーツセンターのグラウンド利用について、開場が午
前８時30分となっているが、午前９時からでないと声が出せな
いことになっている。８時30分から練習を始めると、どうして
も声を出してしまうので調整が必要であると感じている。
⇒過去に声出しの事案があって、現在の取り決めになっている
ようである。一度地元とも調整していきたいと考える。

・各種スポーツ教室について、子ども達も指導によって技術が
向上している状況も聞いており、効果は高いと感じている。予
算的なこともあると思うが、無償で誘致できる教室も探しなが
ら、今後も積極的に取り組んでいただきたいと考える。

(2)-①幼少期から競技スポーツを身近に感じる機会を増やす
ため、高校野球やカヌー競技の大会誘致に努めます。

◆しーたん通信でラジオ体操の放送H28.９月～
◇しーたん通信（1ch）朝6:00～12:00までの1時間に2回放送
◇ＰＲ放送　２回／月

◆宍粟市ウォーキング大会参加者数
◇54人

◆ウォーキングコースの企画・設定
◇スポーツ推進委員によるウォーキングコースを設定

(4)-①各スポーツ施設の計画的な改修を行います。また、それ
ぞれの施設の利用計画の調整や学校体育施設の利用促進を
図ります。

◆施設修繕・改修工事
◇山崎スポーツセンター体育館仕切りネット修繕
◇スポニックパーク一宮プールろ過機・空調修繕
◇スポニックパーク一宮体育館エレベーター改修工事

◆利用計画の調整
◇利用団体との調整会議　年１回
　参考：Ｈ30スポーツ施設利用者数　145,687人

(3)-①宍粟固有の地域資源である宍粟50名山やスキー場、カ
ヌー場等を活用したスポーツの振興を図ります。

◆カヌー教室参加者数
◇ 豪雨災害により中止

◆スキー教室参加者数
◇30人（２回開催）

基本目標に対する推進方針

(2)-②スポーツ奨励金を交付し、選手の育成を支援します。ま
た各競技で活躍する選手に技術指導や講演会等を依頼し、後
進の育成・強化を図ります。

◆スポーツ奨励金交付数
◇54件（対象90人）

◆体育協会主催（特別支援事業）スポーツ教室・大会・講習会開催回
数
◇４回
　・シニアソフトボール大会　46人
　・第１回宍粟市民スキー大会　38人
　・トッププレーヤーと共に!！ソフトボール教室　106人
    デンソーブライトペガサスチームによる実技指導教室
  ・PEP TALK講習会  講師　岩崎　由純 氏　50人

◆ヴィッセル神戸サッカー教室参加者数（小学生対象）
◇68名

◆県大会以上誘致数
◇５件
・ﾒｲﾌﾟﾙｽﾀｼﾞｱﾑ　高校野球秋季大会予選
・ｶﾇｰ競技場　　ジュニア海外派遣選手最終選考会
　　　　　　　 兵庫県高校総体カヌースプリント選手権
　　　　　　　 関西学生ｶﾇｰ選手権
　　　　　　　 兵庫県高校総体新人戦

◆成果指標（意図や達成度を示す指標）
◇実績値　※数値では表し難い成果や実施状況

(1)-①中学生以下の子どもや65歳以上の高齢者、障がいのあ
る人を対象に、スポーツ施設使用料の免除を行います。

(1)-②誰でも気軽に体を動かすことができるラジオ体操や
ウォーキングを推奨し、健康づくりや体力増進を図り、健康長
寿をめざします。

◆スポーツ施設減免（無料）利用者数
◇77,355人(登録団体含む）

実践目標　(1)　生涯にわたるスポーツ・レクリエーション活動の支援
　　　　　(2)　競技スポーツの強化と振興の支援
　　　　　(3)　地域資源を活かしたスポーツ環境の充実
　　　　　(4)　安全に活動できるスポーツ施設の整備
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